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はじめに

名古屋生活クラブに入社する前のことです。

生まれつきアレルギー体質の私は、病院や薬に頼り、

日本じゃなかったら大きくなれなかったと言われました。

「日本は豊かで自然にも恵まれ、国は正直。医療も発展し、飲

み水にも食べ物にも困らない。こんな幸せな国は他にはない。」

そう思って育ちました。

今思い返すと、たくさんのひずみを目にしながら、

それを疑問にも思わず受け入れていました。

スーパーに行けば１年中きれいな野菜が買える。

でも、祖父の作る野菜は大きさがばらばらで虫食いがある。

買ったお米には虫がわかないのに、

祖父がくれたお米はこんなに虫がわく。

スーパーの惣菜は日持ちがきくけど、作ったものはもたない。

食べ物ばかりではありません。

洗剤は手荒れするものだと思っていたし、食品に入ったら大変

だから気をつけていました。

衣替えの季節にはたんす用防虫剤を買ってきて、ちょっと多め

に入れて安心していました。

学生時代にはいろんな化粧品を試し、アレルギーには清潔な環

境が不可欠だとしてなんでも除菌を心掛け、100 円ショップで

安くて便利でカラフルなプラスチック製品を買い、サプリを取

れと言われ、友人とスーパーの安さ自慢をしました。

入社して、これらすべてが、おかしいことだと言われ、

そのことに気づいているかいと問われ、非難を受けた思いで、

初めは受け入れることができませんでした。

だってこれが当たり前だったのだから。

自分は「安心安全な日本」で育ったのだから……。

でもそれは、非難でも否定でもありませんでした。

本当の安全に気づいてほしい、本当の豊かさに目を向けてほし

いという想いだったのだと気づきました。

この本を見て、一人でも多くの方が「そんなはずない！」と思

い、何かを感じるきっかけになってほしいと思います。

これまでの生活への非難でも否定でもないのです。

どうか、少しでも心に残りますように。
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食品の危険性１

農薬について

農
薬
っ
て
何
が
そ
ん
な
に
い
け
な
い
の
？

気
に
し
て
た
ら
食
べ
る
も
の
が
な
く
な
っ
ち
ゃ
う
。

同
じ
長
さ
で
ま
っ
す
ぐ
箱
に
納
ま
る
行
儀
の
い
い
野
菜
た
ち
。

現
代
の
栽
培
技
術
が
あ
る
か
ら
、
と
思
い
ま
す
か
？

「
そ
も
そ
も
、
き
れ
い
な
野
菜
・
果
物
は
ど
う
や
っ
て
で
き
る
の
？
」

見
え
な
い
も
の
、
知
ら
な
い
こ
と
、
ち
ょ
っ
と
見
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。



6食品の危険性１——農薬について

きき
れれ
いい
なな
果果
物物
にに
はは
毒毒
がが
ああ
るる

柑
き
つ
類
を
く
さ
ら
な
く
さ
せ
て
い
る
農
薬
に
は
内
分
泌
か
く
乱

作
用
が
あ
り
ま
す
。

柑
き
つ
類
は
ほ
と
ん
ど
が
収
穫
後
、
保
管
し
て
（
酸
を
ぬ
い
て
）

販
売
し
ま
す
。

以
前
は
収
穫
後
の
柑
き
つ
を
殺
菌
剤
（
ベ
ノ
ミ
ル
）
に
漬
け
て
（
ど

ぶ
づ
け
と
言
う
そ
う
で
す
）
保
管
、
販
売
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

農
薬
取
り
締
ま
り
法
に
よ
る
規
制
が
き
び
し
く
な
っ
た
今
は
、
収

穫
直
前
に
ベ
ノ
ミ
ル
を
２
～
３
回
か
け
、
ま
ん
べ
ん
な
く
ま
ぶ
し
て

保
管
し
ま
す
。
こ
う
す
る
と
カ
ビ
も
来
ず
、
き
れ
い
に
保
管
販
売
で

き
ま
す
。

問
題
は
、
ベ
ノ
ミ
ル
の
毒
性
、
染
色
体
異
常
、
先
天
異
常
な
ど
に

加
え
、
内
分
泌
（
ホ
ル
モ
ン
）
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
わ
か
っ
て

き
ま
し
た
。
生
殖
器
形
成
の
異
常
、
精
子
の
減
少
な
ど
を
起
こ
す
こ

と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。（J.To

xic
o

l.En
viro

n
H

e
a

lth
2
0
0
4

O
c

t
1
5
0
1

）

こ
う
い
う
ベ
ノ
ミ
ル
の
毒
性
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
ア

メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
で
は
先
天
性
無
眼
症
の
家
族
が
訴
訟
を
起
こ
し

て
い
ま
す
。
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農農
薬薬
のの
種種
類類

農
薬
と
い
っ
て
も
、
様
々
な
目
的
に
合
わ
せ
た
種
類
が
あ
る
こ
と

を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。農
林
水
産
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
と
、

下
表
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
農
作
物
の
葉
や
実
に
直
接
吹
き
付
け
る
も
の
、
土
壌
に

混
和
さ
せ
て
土
の
生
き
物
を
殺
す
も
の
、
種
子
に
散
布
し
て
お
く
と

収
穫
ま
で
効
果
が
持
続
す
る
も
の
な
ど
、
使
い
方
も
様
々
で
す
。

「
日
本
は
基
準
も
し
っ
か
り
し
て
い
て
、
市
場
に
出
て
い
る
農
作
物

は
安
全
だ
。」

本
当
に
そ
う
で
し
ょ
う
か
。
口
に
し
て
い
る
そ
の
野
菜
、
収
穫
の

前
の
日
ま
で
農
薬
が
か
け
ら
れ
て
い
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

日
本
の
現
状
を
、
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
様
々
な
論
文
で
ご
紹
介
し

て
い
き
ま
す
。

ア 殺虫剤 農作物を加害する害虫を防除する薬剤

イ 殺菌剤 農作物を加害する病気を防除する薬剤

ウ 殺虫殺菌剤 農作物の害虫、病気を同時に防除する薬剤

エ 除草剤 雑草を防除する薬剤

オ 殺そ剤 農作物を加害するノネズミなどを防除する薬剤

カ 植物成長調整剤 農作物の生育を促進したり、抑制する薬剤

キ 誘引剤 主として害虫をにおいなどで誘き寄せる薬剤

ク 展着剤 ほかの農薬と混合して用い、その農薬の付着性を高める薬剤

ケ 天敵 農作物を加害する害虫の天敵

コ 微生物剤 微生物を用いて農作物を加害する害虫病気等を防除する剤
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ネネ
オオ
ニニ
ココ
チチ
ノノ
イイ
ドド
系系
農農
薬薬
のの
恐恐
ろろ
しし
ささ
とと
はは

ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
系
農
薬
と
は
強
力
な
殺
虫
剤
で
す
。
毒
性
が

非
常
に
高
く
、
神
経
伝
達
系
（
ニ
コ
チ
ン
系
）
に
作
用
す
る
神
経
毒

性
が
あ
り
ま
す
。
浸
透
性
農
薬
で
も
あ
り
、
水
に
溶
け
や
す
く
代
謝

分
解
し
に
く
い
特
性
を
持
ち
ま
す
。
種
子
や
土
壌
に
散
布
す
る
こ
と

で
根
か
ら
吸
収
さ
れ
、
茎
、
葉
、
花
、
花
粉
、
実
、
蜜
と
い
っ
た
植

物
体
全
体
に
浸
透
し
、
播
種
か
ら
収
穫
ま
で
虫
を
殺
し
続
け
、
人
の

口
に
入
る
ま
で
高
い
濃
度
で
残
留
す
る
の
で
す
。

ま
た
最
近
わ
か
っ
て
き
た
こ
と
で
す
が
、
ミ
ツ
バ
チ
が
集
団
で
消

失
す
る
「
ハ
チ
群
崩
壊
症
候
群
（
Ｃ
Ｃ
Ｄ
）」
の
原
因
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
北
ア
メ
リ
カ
で
の
調
査
（
２
０
１
０
）
で
は
、

ハ
チ
が
集
め
た
花
粉
中
に
98
種
類
も
の
農
薬
が
含
ま
れ
、
ハ
チ
の
成

虫
と
幼
虫
の
エ
サ
が
高
度
に
毒
物
に
汚
染
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
２
０
０
４
年
に
種
子
処
理
へ
の
使
用
が
禁
止
さ
れ

ま
し
た
が
、
日
本
で
は
現
在
も
作
物
へ
の
吹
き
付
け
や
種
子
消
毒
な

ど
に
広
く
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
毎
日
食
べ
る
お
米
（
商
品
名
フ
ィ

プ
ロ
ニ
ル
）、
野
菜
・
穀
類
・
果
実
（
商
品
名
イ
ミ
ダ
ク
ロ
プ
リ
ド
）、

ま
た
ペ
ッ
ト
の
イ
ヌ
や
ネ
コ
の
ノ
ミ
取
り
（
商
品
名
フ
ロ
ン
ト
ラ
イ

ン
）
な
ど
…
。

さ
ら
に
厚
労
省
で
は
、
農
薬
メ
ー
カ
ー
が
イ
ミ
ダ
ク
ロ
プ
リ
ド
の

播
種
時
土
壌
混
和
を
申
請
し
た
の
を
機
に
、
６
月
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

へ
の
イ
ミ
ダ
ク
ロ
プ
リ
ド
の
残
留
基
準
を
こ
れ
ま
で
の
2.5

ppm
か
ら

15
ppm
ま
で
に
大
幅
に
引
き
上
げ
ま
し
た
（
一
例
で
あ
り
、
様
々
な

作
物
の
基
準
を
緩
和
し
ま
し
た
（
表
１
））。
土
壌
や
種
子
に
対
し
て

こ
の
ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
系
農
薬
を
使
用
す
る
と
高
濃
度
に
残
留
す

る
こ
と
を
鑑
み
て
の
こ
と
で
す
。
播
種
時
に
イ
ミ
ダ
ク
ロ
プ
リ
ド
を

前
も
っ
て
予
防
散
布
す
る
こ
と
で
、
栽
培
中
の
農
薬
使
用
量
を
一
見

減
ら
す
こ
と
が
で
き
、
環
境
保
全
型
農
業
を
謳
う
こ
と
が
で
き
る
か

ら
で
す
。
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
だ
と
、
こ
れ
ま
で
0･

17
ppm
だ
っ
た
最

大
残
留
値
が
、
播
種
時
土
壌
混
和
に
よ
り
8･

68
ppm
（
お
よ
そ
50



9

倍
）
に
も
な
り
ま
す
。
メ
ー
カ
ー
の
都
合
や
社
会
的
見
栄

え
で
動
く
行
政
―
―
本
当
の
安
全
性
は
置
き
去
り
に
さ
れ

て
い
る
の
が
日
本
の
現
状
で
あ
る
こ
と
を
、
知
っ
て
く
だ

さ
い
。



10食品の危険性１——農薬について

北北
アア
メメ
リリ
カカ
ハハ
チチ
類類
にに
高高
濃濃
度度
のの
殺殺
ダダ
ニニ
剤剤
とと
農農
薬薬
がが
みみ
らら
れれ
るる::

みみ
つつ
ばば
ちち
のの
健健
康康
にに
対対
すす
るる
意意
味味

２
０
０
６
～
０
９
年
、
冬
期
に
み
つ
ば
ち
の
群
の
３
分
の
１
が
消
失
し
た
。

こ
の
ハ
チ
群
崩
壊
症
候
群
（
Ｃ
Ｃ
Ｄ
）
は
、
成
虫
の
急
速
な
消
失
と
、
女
王

蜂
、
幼
虫
が
残
っ
て
い
る
こ
と
、
侵
入
蜂
や
巣
箱
に
他
の
虫
が
い
な
い
こ
と

な
ど
が
特
徴
で
あ
り
、
農
薬
が
長
い
間
疑
わ
れ
て
き
た
。
浸
透
性
農
薬
は

H
ig

h
-v

a
lu

e
se

e
d

te
c

h
n

o
lo

g
y

（
高
付
加
価
値
、
種
処
理
技
術
？
）
の

採
用
に
よ
り
拡
大
し
た
。
植
物
器
官
す
べ
て
を
季
節
ご
と
に
守
る
も
の
な
の

で
、
種
子
を
浸
透
性
農
薬
で
処
理
す
る
と
植
物
器
官
全
体
に
移
行
し
、
み
つ

ば
ち
の
エ
サ
で
あ
る
、
花
粉
や
蜜
も
高
濃
度
に
汚
染
さ
れ
る
。

近
年
Ｌ
Ｃ
／
Ｍ
Ｓ
‐
Ｍ
Ｓ
法
で
、
ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
系
浸
透
性
殺
虫
剤

の
残
留
を
ppb
レ
ベ
ル
（
ppb
…
10
億
分
の
１
）
で
分
析
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
の
レ
ベ
ル
で
は
ハ
チ
は
死
な
な
い
ま
で
も
、
行
動
や
免
疫
に
異
常
を

起
こ
す
。

■
方
法
・
結
果

Ｌ
Ｃ
／
Ｍ
Ｓ
‐
Ｍ
Ｓ
法
と
Ｇ
Ｃ
‐
Ｍ
Ｓ
法
で
ハ
チ
と
巣
の
農
薬
を
分
析
し

た
。
121
種
の
農
薬
と
代
謝
物
を
計
887
の
ワ
ッ
ク
ス
、
花
粉
、
ハ
チ
、
巣
箱

か
ら
検
出
し
た
。
259
の
ワ
ッ
ク
ス
、
350
の
花
粉
の
約
60
％
は
、
少
な
く
と

も
１
つ
の
浸
透
性
農
薬
を
含
ん
で
い
た
。
巣
箱
に
使
う
、
殺
ダ
ニ
剤
の
フ
ル

論文紹介

北アメリカのミツバチコロニーにおける花粉サンプル内の

農薬検出一覧（一部抜粋）
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バ
リ
ネ
イ
ト
と
ク
マ
ホ
ス
は
47
％
以
上
か
ら
検
出
さ
れ
た
。
花
粉
で
は
、
ク

ロ
ロ
タ
ロ
ニ
ル
が
最
大
値
99
ppm
ま
で
含
ま
れ
て
い
る
。

■
結
論

ハ
チ
が
集
め
た
花
粉
は
98
種
類
も
の
農
薬
（
最
大
値
は
214
ppm
）
が
含
ま

て
お
り
、
ハ
チ
の
成
虫
と
幼
虫
の
エ
サ
が
高
度
に
毒
物
（
急
性
で
致
死
量
ぎ

り
ぎ
り
に
ハ
チ
を
弱
め
る
）
に
汚
染
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
物
質
が
組
み
合
わ
さ
っ
て
、
直
接
Ｃ
Ｃ
Ｄ
を
起
こ
し
て
い
る
の
か

は
、
ま
だ
わ
か
ら
な
い
。
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土土
壌壌
くく
んん
蒸蒸
剤剤
でで
ああ
るる
ＤＤ--

ＤＤ
剤剤
とと
発発
ガガ
ンン
リリ
スス
クク

ト
マ
ト
、
ナ
ス
、
ス
イ
カ
そ
の
他
様
々
な
野
菜
の
慣
行
栽
培
で
は
作
付
け

す
る
前
に
土
壌
く
ん
蒸
剤
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
土
壌
く
ん
蒸
剤
は
土
壌

中
の
線
虫
、
ま
た
は
作
物
の
地
上
部
に
寄
生
す
る
線
虫
、
土
壌
害
虫
の
駆
除

の
目
的
で
使
用
さ
れ
ま
す
。
土
壌
く
ん
蒸
剤
で
あ
る
Ｄ-

Ｄ
剤
に
つ
い
て
調
べ

て
み
ま
し
た
。

私
達
は
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
大
気
資
源
局
と
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
農
業
規

制
部
に
提
供
し
て
も
ら
っ
た
大
気
中
の
農
薬
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
カ
ル
フ
ォ

ル
ニ
ア
の
地
域
社
会
に
住
む
人
々
の
農
業
吸
入
に
よ
る
危
険
性
を
計
算
し
ま

し
た
。
危
険
性
は
、
農
業
濃
度
の
中
央
値
（
一
番
多
い
濃
度
）、
25
％
値
（
吸

入
濃
度
の
高
い
方
か
ら
25
％
の
人
が
含
ま
れ
る
濃
度
）、
５
％
値
（
高
い
吸

入
濃
度
か
ら
５
％
の
人
が
含
ま
れ
る
濃
度
）
で
計
算
し
ま
し
た
。

生
涯
発
ガ
ン
危
険
性
（
生
涯
70
年
と
し
て
、
そ
の
間
に
か
か
る
ガ
ン
の
危

険
性
）
が
100
万
人
に
１
人
以
上
の
危
険
性
を
持
つ
農
薬
は
、
１
、
３
‐
ジ
ク

ロ
ロ
プ
ロ
ペ
ン（
Ｄ-

Ｄ
剤
の
成
分
）（
１
９
９
０
年
の
調
査
で
半
数
の
人
達
に
）、

濃
度
の
高
い
方
か
ら
25
％
の
人
に
対
し
、
メ
チ
ダ
チ
オ
ン
（
商
品
名
ス
プ
ラ

サ
イ
ド
、
日
本
で
も
使
用
さ
れ
る
有
機
リ
ン
系
殺
虫
剤
）、
モ
リ
ネ
ー
ト
（
日

本
で
も
使
用
さ
れ
る
水
田
の
除
草
剤
）
で
し
た
。

■
１
、
３
‐
ジ
ク
ロ
ロ
プ
ロ
ペ
ン
の
生
涯
発
ガ
ン
リ
ス
ク
（
100
万
人
当
た
り
）

（
下
表
）
吸
入
濃
度
が
高
い
人
で
生
涯
発
ガ
ン
リ
ス
ク

が
高
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

■
解
説

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
は
農
薬
の
使
用
を
監
視
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
大
気
中
の
農
薬
を
測
定
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
論
文
は
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
部
局
が
出
し
た

も
の
で
す
。
商
品
名
Ｄ-

Ｄ
剤
（
１
、
３
‐
ジ
ク
ロ
ロ
プ

ロ
ペ
ン
）
は
ト
マ
ト
、
ス
イ
カ
な
ど
の
土
壌
消
毒
に
使

わ
れ
る
農
薬
で
日
本
で
は
２
０
０
４
年
に
単
剤
９
５
１

９
ト
ン
、
複
合
剤
４
３
９
ト
ン
が
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
論
文
で
も
発
ガ
ン
危
険
性
が
計
算
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
発
ガ
ン
性
が
あ
り
ま
す
。
作
物
へ
の
残
留
は
な
さ

そ
う
で
す
が
、
地
下
水
、
大
気
を
汚
染
し
て
い
ま
す
。

論文紹介

濃度の高い方から

50%の人に
25%の人に 5%の人に

1990年 6～20人 20～60人 70～300人

2000年 0.1～0.4人 0.5～2人 4～20人

※年度によって調査地点が変わり、その地域の農薬の使用が異なって

いるため差があります

カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
の
農
薬
の
大
気
汚
染
、
吸
入
リ
ス
ク
の
ラ
ン
ク

C
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m

m
u
n
ity

e
xp

o
su

re
s
to

a
irb

o
rn

e
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g
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u
ltu

ra
lp
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e
in

C
a
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ia
:

R
a
n
k
in
g
o
f
in
h
a
la
tio

n
risk

s.

Sharon
Lee

カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
健
康
サ
ー
ビ
ス
部

Environm
entalH

ealth
Perspectivesvolum

e
110

N
12

D
ecem

ber2002
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ババ
ナナ
ナナ
農農
園園
でで
使使
わわ
れれ
てて
いい
るる
農農
薬薬

■
パ
ラ
コ
ー
ト
（
日
本
で
は
禁
止
）

解
毒
剤
な
し
、
自
殺
者
多
数
、
中
毒
死
者
多
数

■
マ
ン
ネ
ブ
、
マ
ン
コ
ゼ
ブ

体
内
で
発
ガ
ン
物
質
エ
チ
レ
ン
チ
オ
ウ
レ
ア
に
変
化
し
ま
す
。

■
カ
ル
ボ
フ
ラ
ン
（
日
本
で
は
未
登
録
）

鳥
類
に
対
し
て
致
命
的
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
禁

止
。

■
グ
リ
フ
ォ
セ
ー
ト
（
ラ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
）

土
の
微
生
物
を
殺
す
。

■
ダ
イ
ア
ジ
ノ
ン

染
色
体
を
切
断
す
る
。
奇
形
を
生
じ
る
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
最
大
手
の
バ
ナ
ナ
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
ラ
パ
ン
ダ
イ
プ

ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
使
わ
れ
て
い
る
農
薬
の
一
部
で
す
。
こ
の
バ
ナ
ナ
プ
ラ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
月
に
１
、
２
度
、
大
規
模
な
農
薬
の
空
中
散
布
を
す

る
他
に
、
上
記
の
農
薬
の
散
布
を
く
り
返
し
て
い
ま
す
。
周
辺
住
民
の
多
く

が
、
病
気
に
か
か
っ
た
り
、
死
ん
だ
り
し
て
い
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
内
で
は
、

問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
農
園
の
所
有
者
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

農
務
長
官
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
状
況
は
改
善
し
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
ど
こ

ろ
か
、
調
査
チ
ー
ム
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
大
学
教
授
ら
が
訴
え
ら
れ
ま
し

た
。こ

の
バ
ナ
ナ
は
、
日
本
で
は
「
デ
ル
モ
ン
テ
」
と
し
て
売
ら
れ
て
い
ま
す
。

デ
ル
モ
ン
テ
の
バ
ナ
ナ
は
買
わ
な
い
で
!!

事例紹介
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ＥＥ
ＵＵ
内内
でで
購購
入入
ささ
れれ
たた
ワワ
イイ
ンン
4400
本本
のの
農農
薬薬
分分
析析

慣
行
農
法
（
一
般
）
の
ワ
イ
ン
34
本
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ワ
イ
ン
６
本
、
計

40
本
の
農
薬
を
分
析
し
た
。
慣
行
ワ
イ
ン
の
内
訳
は
、
フ
ラ
ン
ス
ワ
イ
ン
10

本
、
ド
イ
ツ
ワ
イ
ン
10
本
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
ワ
イ
ン
７
本
、
イ
タ
リ
ア
ワ
イ

ン
３
本
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
ワ
イ
ン
１
本
、
南
ア
フ
リ
カ
ワ
イ
ン
１
本
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
ワ
イ
ン
１
本
、
チ
リ
ワ
イ
ン
１
本
、
で
す
。

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ワ
イ
ン
は
、
フ
ラ
ン
ス
ワ
イ
ン
３
本
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

ワ
イ
ン
３
本
で
す
。
多
く
の
ワ
イ
ン
は
、
低
価
格
の
も
の
を
選
ん
だ
が
、
３

本
は
200
ユ
ー
ロ
（
約
３
万
円
）
を
超
え
る
有
名
ブ
ラ
ン
ド
品
で
す
。

■
結
果

【
慣
行
農
法
ワ
イ
ン
】

34
本
の
慣
行
（
一
般
）
ワ
イ
ン
は
全
部
で
148
（
重
複
も
合
わ
せ
て
）
の

農
薬
が
残
留
し
て
い
た
。
ど
の
ワ
イ
ン
も
１
つ
以
上
の
農
薬
が
残
留
し
て
い

た
。
平
均
で
４
個
以
上
の
農
薬
が
残
留
し
て
い
た
。
１
本
の
ワ
イ
ン
に
最
大

で
10
種
類
の
農
薬
が
残
留
し
て
い
る
ワ
イ
ン
も
あ
っ
た
。

全
体
で
は
、
24
種
類
の
違
う
農
薬
が
残
留
し
て
い
た
。
24
種
の
内
、
５

種
が
発
ガ
ン
性
、
突
然
変
異
原
性
、
内
分
泌
撹
乱
物
質
と
し
て
Ｅ
Ｕ
に
指
定

さ
れ
て
い
る
。

更
に
、
３
種
は
発
ガ
ン
性
が
疑
わ
れ
て
い
る
。
４
つ
以
上
は
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
国

際
保
険
機
関
）
に
危
険
物
質
と
し
て
分
類
さ
れ
て
い
る
。
34
本
の
内
、
16
本

（
47
％
に
当
た
り
ま
す
が
）
は
、
Ｅ
Ｕ
に
発
ガ
ン
性
、
突
然
変
異
原
性
、
生

殖
毒
性
、
内
分
泌
撹
乱
物
質
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
農
薬
を
含
ん
で
い
ま

す
。

【
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ワ
イ
ン
】

調
査
し
た
６
本
の
内
、
５
本
か
ら
は
農
薬
は
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
。
１
本

は
、
低
濃
度
の
ピ
リ
メ
タ
ニ
ル
を
含
ん
で
い
た
。

論文紹介
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ッ
パ
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スス
ペペ
イイ
ンン

ババ
レレ
ンン
シシ
アア
産産
オオ
レレ
ンン
ジジ
のの
残残
留留
農農
薬薬

ス
ペ
イ
ン

バ
レ
ン
シ
ア
の
農
協
の
150
個
の
オ
レ
ン
ジ
の
サ
ン
プ
ル
収

穫
前
、
収
穫
後
の
農
薬
を
分
析
し
た
。

■
結
果
（
下
表
）

６
サ
ン
プ
ル
（
４
％
）
が
Ｅ
Ｕ
の
許
容
量
を
超
え
て
い
た
。

・
５
サ
ン
プ
ル

ク
ロ
ル
ピ
リ
ホ
ス

・
１
サ
ン
プ
ル

ジ
コ
ホ
ル

論文紹介

【収穫後農薬（ポストハーベスト）として】

成分名 検出数（検出率） 平均検出量（ppm）

イマザリル 112（74.7％） 平均1.2 ppm

チアベンダゾール 21（14.0％） 平均0.47ppm

カルベンダジン 5（ 3.3％） 平均1.05ppm

【収穫前農薬として】

成分名 検出数（検出率） 平均検出量（ppm）

ジコホル 28（18.7％） 平均0.28ppm

クロルピリホス 19（12.7％） 平均0.16ppm

エンドスルファン 11（ 7.3％） 平均0.27ppm

P
e
stic

id
e
re

sid
u
e
s
in

o
ra

n
g
e
fro

m
V
a
le
n
c
ia
(S

p
a
in
)

Fernande

ｚM

バ
レ
ン
シ
ア
大
学
、
ス
ペ
イ
ン

Food
AdditContam

.2001
Jul;18(7):615-24.
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市市
販販
のの
野野
菜菜
やや
果果
物物
にに
はは
どど
れれ
だだ
けけ
農農
薬薬
がが
残残
っっ
てて
いい
るる
？？

日
本
の
ス
ー
パ
ー
で
売
ら
れ
て
い
る
野
菜
や
果
物
に
は
ど
の
く
ら

い
農
薬
が
残
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

知
多
地
域
の
慣
行
レ
ベ
ル
（
普
通
栽
培
）
を
例
に
と
っ
て
見
て
み

ま
し
ょ
う
。
き
ゅ
う
り
は
収
穫
ま
で
の
期
間
に
、
何
と
86
回
も
農
薬

が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
国
産
の
野
菜
や
果
物
に
そ
ん
な
危
険
な
農
薬
は
残
っ
て
い
な
い
」

日
本
国
内
の
農
薬
使
用
回
数
や
、
残
留
試
験
の
実
態
に
つ
い
て
紹

介
し
て
い
き
ま
す
。
私
た
ち
消
費
者
は
、
ど
れ
だ
け
知
ら
さ
れ
て
い

た
の
で
し
ょ
う
か
。
Ｅ
Ｕ
と
比
較
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

作物 栽培環境 作 型 収穫時期
節減対象

農薬使用
成分回数

化学肥料

窒素成分量
（kg/10a）

特記事項

きゅうり 施 設 促成長期 11～6月 86 60 ―

レタス 露 地 年内収穫 10～12月 16 26 品種：結球種

たまねぎ 露 地 秋まき 4～6月 25 27 ―

ばれいしょ 露 地 春植え 6～7月 13 19 砂質土壌に限る

ミニトマト 施 設 促成長期 11～6月 48 31 ―

知多農林水産事務所 農政課 園芸農産・畜産グループ

（有効期限H25.7.31）

知多地域慣行レベル台帳
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ＥＵ（ヨーロッパ）と比べて調査数が少なすぎる日本！

日
本
で
は

あ
た
か
も

残
留
農
薬
の

心
配
が
な
い

か
の
よ
う
な

「
国
産
な
ら
安
心
」
と
い
う

ま
ち
が
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が

あ
り
ま
す
が･

･
･

実
は

日
本
の

残
留
農
薬
調
査
が

甘
い
の
が

そ
う

思
わ
せ
て
い
る

原
因
で
す
。

日 本 の 実 態 は ･･･

サ ン プ ル 数 が と て も 少 な く

し か も 調 べ て い る 間 に

消 費 者 の 口 の 中 に

入 っ て い ま す 。

ヨ ー ロ ッ パ で は 多 く の サ ン プ ル で き ち ん と 測 り ま す 。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は

「
農
薬
が
ど
の
く
ら
い

残
留
し
て
い
る
か
の
実
態
」

の
調
査
の
た
め
に

た
く
さ
ん
の
サ
ン
プ
ル
で

調
べ
て
い
ま
す
が

反
対
に
日
本
は

調
査
数
や
調
査
の
対
象
と

な
る
農
薬
数
が
少
な
く
、

あ
た
か
も
残
留
農
薬
を

検
出
し
た
く
な
い

か
の
よ
う
な

「
形
式
的
な
調
査
」
に

な
っ
て
い
ま
す
。
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ＥＥ
ＵＵ
内内
にに
おお
けけ
るる
農農
薬薬
残残
留留
モモ
ニニ
タタ
リリ
ンン
ググ
２２
００
００
５５
年年

Ｅ
Ｕ
各
国
内
に
お
け
る
国
産
品
、
輸
入
品
を
６
２
５
６
９
サ
ン
プ
ル
分

析
し
ま
し
た
。
農
薬
の
残
留
が
確
認
さ
れ
た
の
は
、
45･

7
％
、
そ
の
内

4･

7
％
は
Ｅ
Ｕ
か
各
国
政
府
の
残
留
基
準
値
を
超
え
て
い
ま
し
た
。
国
に

よ
り
分
析
農
薬
数
が
異
な
っ
て
お
り
、
ド
イ
ツ
の
631
農
薬
を
最
高
に
ア
イ
ス

ラ
ン
ド
44
農
薬
が
最
低
、
平
均
に
し
て
146
農
薬
が
分
析
さ
れ
、
349
農
薬
が

検
出
さ
れ
ま
し
た
。（
下
記
の
表
は
こ
の
調
査
と
は
異
な
る
デ
ー
タ
で
す
）

残
留
基
準
値
を
超
え
た
物
は
Ｅ
Ｕ
内
の
農
作
物
で
2･
4
％
、
輸
入
品

が
6･

5
％
で
し
た
。
２
種
類
以
上
の
農
薬
が
検
出
さ
れ
た
割
合
は
、

26･

7
％
。
８
以
上
検
出
さ
れ
た
農
薬
も
1･

34
％
で
し
た
。

品
目
別
に
み
る
と
、
農
薬
の
検
出
さ
れ
た
割
合
順
に
、
マ
ン
ダ
リ
ン
オ
レ

ン
ジ
…
79
％
、
ナ
シ
…
70
％
、
オ
レ
ン
ジ
…
69
％
、
キ
ュ
ウ
リ
…
29
％
、

豆
…
28
％
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
…
25
％
な
ど
の
順
で
し
た
。

論文紹介
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P
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P
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p
e
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U
n
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n
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o
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a
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e
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a
n
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L
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n
ste

in

表1 加工品を除く果物、野菜、穀物の残留農薬データ（国別）2005年

分析
農薬数

農薬未検出
サンプル数

％
許容量以下

または超過した
サンプル数

％
許容量を

超過した割合
（％）

ドイツ 631 5065 36 8886 63.7 2.8
オランダ 401 1059 37 1802 62.7 8.5
イタリア 297 4381 67 2203 33.4 1.1
オーストリア 271 942 52 862 47.9 2.7
スペイン 263 2874 63 1684 36.6 3.0
スウェーデン 249 817 43 1080 57.1 5.7
フランス 237 2407 55 1946 45.1 4.0
ノルウェー 226 1057 59 749 41.4 3.4
フィンランド 213 979 58 722 42.8 4.8
ベルギー 200 604 45 742 54.7 4.2
エストニア 195 223 55 180 44.5 3.5
イギリス 164 1179 58 849 42.2 3.2
マルタ 164 52 80 13 19.6 4.6
デンマーク 159 761 51 731 48.7 2.7
ハンガリー 158 2047 54 1716 45.7 2.5
チェコ 147 455 61 288 38.8 1.7
ポルトガル 139 603 71 249 29.3 3.1
キプロス 138 276 64 154 36.2 4.9
アイルランド 134 421 47 479 53.2 5.2
ギリシヤ 124 1697 83 352 17.2 1.2
リトアニア 120 253 70 111 30.6 1.6
スロバキア 113 558 57 415 39.3 2.7
スロベニア 105 407 50 407 49.6 1.6
ポーランド 80 594 56 473 44.3 2.3
ルクセンブルク 59 31 51 47 48 2.0
リヒテンシュタイン 56 21 68 10 32 0.0
ラトビア 56 72 75 24 25.2 4.2
アイスランド 44 170 56 135 44.6 1.6
合計or平均 184(平均) 30025 52（平均） 27309 48(平均) 3.1
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■
考
察

Ｅ
Ｕ
諸
国
と
Ｅ
Ｆ
Ｔ
Ａ
国
28
か
国
を
分
析
農
薬
数
が
多
い
順
に
表
に
し

ま
し
た
。
農
薬
数
が
最
も
多
い
ド
イ
ツ
は
サ
ン
プ
ル
数
も
多
く
、
農
薬
検
出

割
合
も
63･

7
％
と
最
も
高
い
値
を
示
し
て
い
ま
す
。
分
析
農
薬
数
が
多
い

ほ
ど
、
検
出
さ
れ
る
確
率
は
高
い
と
言
え
ま
す
。
言
い
た
い
こ
と
は
、
〝
農

薬
は
検
出
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
〟
と
い
う
言
葉
を
う
の
み
に
す
る
の
で
は
な

く
、「
サ
ン
プ
ル
数
や
分
析
農
薬
数
が
信
頼
で
き
る
も
の
な
の
か
」、「
許
容
量

は
は
た
し
て
適
切
な
の
か
」、
そ
う
い
う
裏
側
を
見
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。
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20食品の危険性１——農薬について

調査数が少なすぎる日本の実態 ①いちご編

ス
ー
パ
ー
の
店
先
に

並
ん
で
い
る

お
い
し
そ
う
な
い
ち
ご･

･
･

農
薬
は
ど
れ
ぐ
ら
い

使
わ
れ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
？

静
岡
県
の
一
般
的
な

栽
培
で
は
平
均

苗
作
り
の

期
間
の
使
用
も
合
わ
せ
る
と

こ
の
二
倍
く
ら
い
に
な
る
の

で
は
、
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

で は 、 い ち ご に 残 っ て い る 農 薬 を 調 べ る た め に 検 査 し た 、 い ち ご の 数 を

ド イ ツ 、 ベ ル ギ ー 、 日 本 （ 東 京 都 ） で 比 較 し て み ま し ょ う 。

こ の う ち 、 農 薬 が 検 出 さ れ た 数 は ･･･

環 境 先 進 国 の ド イ ツ を は じ め

ヨ ー ロ ッ パ で は 、 残 留 農 薬 の

実 態 を 正 し く 公 表 す る た め に

検 査 し て い る の に ･･･

日 本 は

調 査 数 が 少 な い の で

検 出 率 が 実 態 と 違 い ま す

消 費 者 を 安 心 さ せ る た め の

形 式 的 な 検 査 に な っ て い ま す
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調査数が少なすぎる日本の実態 ②りんご編

り
ん
ご
は

一
般
的
な
栽
培
で
は

剤
も
農
薬
が

散
布
さ
れ
ま
す
。

収
穫
直
前
に

使
わ
れ
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

減
農
薬
の
り
ん
ご
で
も

散
布
回
数
を

減
ら
す
た
め
に

も
っ
と
強
力
で

危
険
性
の
高
い
農
薬
が

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

り ん ご の 残 留 農 薬 の 検 査 結 果 を

ド イ ツ 、 イ タ リ ア 、 日 本 （ 東 京 都 ） で 比 較 し て み る と ･･･

ヨ ー ロ ッ パ で は 、「 農薬は
毒性の高いものが多く
農産物に多く残留すると い う

事 実 」 に 対 す る 意 識 が 高 い の で

検 出 技 術 が 高 く

残 留 農 薬 の 検 出 率 も

高 く な り ま す

日本は
この意識が
低い の で

検 査 技 術 も

後 進 国 な の が

現 状 で す
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農農
薬薬
をを
減減
らら
しし
たた
らら
、、
本本
当当
にに
りり
んん
ごご
をを
安安
心心
しし
てて
食食
べべ
らら
れれ
るる
のの
？？

怖怖
いい
のの
はは
本本
当当
にに
そそ
れれ
だだ
けけ
？？

野
菜
や
果
物
が
体
に
良
い
の
は
、
そ
れ
に
含
ま
れ
て
い
る
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル

な
ど
の
植
物
化
学
物
質
が
ガ
ン
や
慢
性
病
を
抑
え
る
か
ら
だ
と
い
う
こ
と
が

少
し
ず
つ
分
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
体
に
有
益
な
物
質
は
、
皮
に
多

く
含
ま
れ
て
お
り
、
皮
を
食
べ
る
、
つ
ま
り
「
ま
る
ご
と
食
べ
る
」
こ
と
が

と
て
も
重
要
な
こ
と
が
分
り
ま
し
た
。
皮
ご
と
ま
る
ご
と
り
ん
ご
を
食
べ
る

な
ら
、
安
全
な
り
ん
ご
が
食
べ
た
い
！

■
残
留
農
薬
の
実
態
は
？

Ｅ
Ｕ
各
国
で
調
査
さ
れ
た
り
ん
ご
の
残
留
農
薬
調
査
デ
ー
タ
の
一
部
を
ま

と
め
た
も
の
で
す
。
調
べ
れ
ば
調
べ
る
程
、
残
留
農
薬
の
検
出
さ
れ
る
り
ん

ご
が
多
い
！

こ
の
実
態
に
は
安
全
な
り

ん
ご
が
食
べ
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
…
…
と

悲
し
く
な
っ
て
き
ま
す
が
、
こ
こ
で
疑
問
。

ど
う
し
て
国
に
よ
っ
て
こ
ん
な
に
差
が
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
？
？

ド
イ
ツ･

イ
タ
リ
ア
は
、
技
術
が
進
ん
で

い
る
た
め
、
厳
密
に
検
査
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
さ
ら
に
対
象
と
な
る
サ
ン
プ
ル
数

が
多
い
た
め
検
体
数
に
対
し
多
く
検
出
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
「
農
薬
は
毒
性
の
高

い
も
の
が
多
く
あ
り
、
農
産
物
に
多
く
残
留

す
る
」
と
い
う
事
実
に
意
識
が
高
い
か
ら
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
対
し
、

技
術
的
に
後
進
国
の
場
合
は
検
体
数
も
残
留
農
薬
検
出
数
も
少
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。

で
は
日
本
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？
？

日
本
で
栽
培
さ
れ
る
一
般
の
り
ん
ご
の
農
薬
散
布
剤
数
は
、
30
～
50
剤

に
も
な
り
ま
す
。
日
本
は
面
積
あ
た
り
農
薬
使
用
量
が
韓
国
に
次
い
で
世
界

第
２
位
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
表
で
見
る
限
り
、
日
本
最
大
マ
ー
ケ

ッ
ト
、
り
ん
ご
が
無
数
に
集
ま
る
東
京
に
お
い
て
も
た
っ
た
３
個
の
り
ん
ご
の

結
果
で
も
っ
て
残
留
農
薬
に
つ
い
て
結
論
を
出
し
て
い
る
の
で
す
。「
残
留
農

薬
な
し
」
と
…
…
！

農
薬
の
検
出
と
実
際
の
農
薬
使
用
状
況
は
本
来
な

ら
ば
相
関
関
係
に
あ
る
は
ず
で
す
が
、
検
体
数
や
検

査
農
薬
の
種
類
が
少
な
け
れ
ば
、
い
い
デ
ー
タ
が
得

ら
れ
る
は
ず
も
あ
り
ま
せ
ん
。

日
本
は
ち
ゃ
ん
と
調
べ
て
い
る
と
な
ん
と
な
く
勘

違
い
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
か
？

自
分
た
ち
で
情
報
を
掴
ん
で
い
く
し
か
道
は
な
い

よ
う
に
思
い
ま
せ
ん
か
？

消
費
者
が
本
当
の
農
薬
の
実
態
・
現
状
を
知
っ
て
、

本
当
に
安
全
な
り
ん
ご
を
作
り
た
い
と
思
っ
て
い
る

事例紹介

残留農薬が検出された数

サンプル数 検出数

ドイツ 910 567

イタリア 694 431

スロバキア 93 73

ルクセングルブ 12 9

ブルガリア 3 0

サンプル数 検出数

慣行栽培 全果 1 1

特別栽培 全果 1 0

有機栽培 全果 1 0
平成19年度
東京都健康安全研究センター研究年報より
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人
を
支
え
る
こ
と
が
、
り
ん
ご
を
食
べ
る
人
の
安
全
に
つ
な
が
り
ま
す
。

■
名
古
屋
生
活
ク
ラ
ブ
い
ち
お
し

三
上
さ
ん
の
リ
ン
ゴ

三
上
さ
ん
が
使
う
の
を
や
め
た
農
薬

マ
ン
ゼ
ブ

マ
ン
ゼ
ブ
な
ど
の
Ｅ
Ｂ
Ｄ
Ｃ
（
エ
チ
レ
ン
ビ
ス
ジ
チ
オ
カ
ー
バ
ー
メ
ー
ト
）

系
農
薬
は
動
物
に
は
、
甲
状
腺
に
対
す
る
毒
性
や
発
が
ん
性
な
ど
が
は
っ
き

り
し
て
い
ま
す
。
Ｉ
Ａ
Ｒ
Ｃ
（
国
際
ガ
ン
研
究
機
関
）
は
発
ガ
ン
性
の
分
類

を
２
０
０
１
年
に
１
段
階
落
と
し
て
、
グ
ル
ー
プ
３
（
発
ガ
ン
性
に
つ
い
て

分
類
で
き
な
い
）
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
動
物
で
の
発
が
ん
が
ヒ
ト
に
は
起

き
な
い
こ
と
の
強
い
証
拠
が
あ
る
場
合
の
分
類
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
論
文
で
は
、

○
ト
マ
ト
へ
の
農
薬
（
マ
ン
ゼ
ブ
）
散
布
の
労
働
者
の
尿
中
に
、
こ
の
農

薬
の
分
解
産
物
、
Ｅ
Ｔ
Ｕ
（
エ
チ
レ
ン
チ
オ
ウ
レ
ア
）
が
高
い
濃
度
で

見
つ
か
っ
て
お
り
、
更
に
染
色
体
の
異
常
、
甲
状
腺
刺
激
ホ
ル
モ
ン
の

増
加
も
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の
バ
ナ
ナ
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
労
働
者
（
農
薬
散
布

者
な
ど
）
に
も
、
血
中
の
Ｅ
Ｔ
Ｕ
濃
度
の
上
昇
と
甲
状
腺
異
常
（
孤
立

結
節
）
が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

（En
viro

n
m

e
n

ta
lH

e
a

lth
P
e

rsp
e

c
tive

s.
V

o
l112

N
o

1
Ja

n
u

a
ry

2004

）

こ
の
様
に
危
険
性
の
高
い
農
薬
が
日
本
を
は
じ
め
、
各
国
で
使
わ
れ
て
い
ま

す
。（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
使
用
が
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。）
何
も
知
ら
ず
に
使

っ
て
い
る
、
労
働
者
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
バ
ナ
ナ
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
労
働

者
は
自
分
が
使
っ
て
い
る
農
薬
の
名
前
も
知
ら
な
い
人
が
た
く
さ
ん
い
ま

す
。）
の
健
康
、
農
薬
散
布
地
域
の
住
民
の
健
康
、
そ
の
作
物
を
食
べ
て
い
る

消
費
者
の
健
康
な
ど
を
考
え
る
と
現
状
を
放
置
す
る
こ
と
は
、
い
け
な
い
事

だ
と
思
い
ま
す
。

青
森
県
の
平
成
22
年
度
の
慣
行
栽
培
の
り
ん
ご
で
は
35
剤
の
農
薬
が
使

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
上
記
の
マ
ン
ゼ
ブ
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。（
つ

が
る
弘
前
農
業
協
同
組
合･

り
ん
ご
共
同
防
除
連
絡
協
議
会
の
防
除
暦
よ
り
）

三
上
さ
ん
の
使
用
農
薬
は
５
剤
。
マ
ン
ゼ
ブ
の
よ
う
な
危
険
性
が
は
っ
き

り
と
し
て
い
る
農
薬
は
使
っ
て
い
ま
せ
ん
。
三
上
さ
ん
の
り
ん
ご
は
「
皮
ご

と
安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
り
ん
ご
」
で
す
。

■
１
日
に
１
個
の
り
ん
ご
で
医
者
い
ら
ず

果
物
と
野
菜
に
含
ま
れ
て
い
る
植
物
化
学
物
質
「
フ
ィ
ト
ケ
ミ
カ
ル
」（
カ

ロ
テ
ロ
イ
ド
、
フ
ラ
ボ
ノ
イ
ド
、
イ
ソ
フ
ラ
ボ
ノ
イ
ド
、
フ
ェ
ノ
ー
ル
酸
等

の
物
質
）
は
ガ
ン
細
胞
の
増
殖
を
抑
え
、
炎
症
と
免
疫
を
調
整
し
、
脂
肪
な

ど
の
酸
化
を
防
ぎ
ま
す
。
そ
の
フ
ィ
ト
ケ
ミ
カ
ル
は
、
り
ん
ご
の
実
よ
り
皮

に
よ
り
多
く
含
ま
れ
ま
す
。
品
種
で
は
フ
ジ
が
一
番
多
い
の
で
す
。
り
ん
ご

は
皮
ご
と
頂
く
の
が
お
す
す
め
で
す
。（
ア
メ
リ
カ
・
コ
ー
ネ
ル
大
学
の
論
文

参
照
）
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両生類から、他の動物、人間へ・・・

除
草
剤
の

ア
ト
ラ
ジ
ン
が

オ
ス
の
カ
エ
ル
を

メ
ス
化
す
る
と
い
う

研
究
発
表
を
し
た

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
、

タ
イ
ロ
ン
・
ヘ
イ
ズ

教
授
は
…

ア
ト
ラ
ジ
ン
を

製
造
す
る

農
薬
の
大
企
業
、

シ
ン
ジ
ェ
ン
タ
社
の

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

で
し
た
。

ア
ト
ラ
ジ
ン
は

シ
ン
ジ
ェ
ン
タ
社
の

売
上
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の

商
品
で
す
。

私
の
実
験
で
は

ア
ト
ラ
ジ
ン
は

内
分
泌
か
く
乱
に

影
響
を
及
ぼ
し
て

い
ま
し
た

シ
ン
ジ
ェ
ン
タ
社
は
、
こ
の
見
解
を

喜
ば
ず
…

こ
の
研
究
デ
ー
タ
の

発
表
や
発
行
を

妨
害
し
、

会
社
の
支
配
下
で

研
究
を
続
け
さ
せ
る
た
め
に

資
金
援
助
し
よ
う
と
し
ま
し
た
。
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し
か
し
、
ヘ
イ
ズ
先
生
が

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
辞
め
、

独
立
し
た
資
金
で

そ
の
研
究
結
果
を

発
行
す
る
と
…

シ
ン
ジ
ェ
ン
タ
社
は
、

い
い
か
げ
ん
な
条
件
下
で

実
験
さ
れ
た

研
究
者
の
論
文
を
発
表
し
…

ヘ
イ
ズ
教
授
の
研
究
の
信
頼
性
を

な
く
さ
せ
る
、

と
い
う
手
段
に
出
ま
し
た
。

………
カエルは
雌雄同体
…………
…………

し
か
し
ヘ
イ
ズ
教
授
は

そ
の
い
い
加
減
な
論
文
に
反
論
で
き
る

し
っ
か
り
し
た
研
究
結
果
を

再
度
、
発
表
し
ま
し
た
。

そ
れ
は
、

「
ア
ト
ラ
ジ
ン
が
、
ア
フ
リ
カ
ツ
メ
ガ
エ
ル
の
オ
ス
に
、

メ
ス
化
と
脱
オ
ス
化
（
化
学
的
去
勢
）
を
引
き
起
こ
す
」

と
い
う
研
究
結
果
で
、

カ
エ
ル
は
雌
雄
同
体
で
は
な
い
こ
と
が
証
明
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
結
果
は

ア
ト
ラ
ジ
ン
が
お
そ
ら
く

世
界
的
な
両
生
類
の
減
少
の

原
因
で
あ
る
こ
と
を

示
唆
し
て
い
ま
す
。

ヘ
イ
ズ
教
授
は

さ
ら
に

こ
う
言
っ
て
い
ま
す
。

ア
ト
ラ
ジ
ン
の

悪
影
響
は

両
生
類
を
超
え
て

広
が
っ
て
い
る
の
が

わ
か
り
始
め
て
い
る

そのうち２匹（生殖器は

メス）とオスを交配させた
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そ
れ
は

両
生
類
に

及
ぼ
し
た
の
と
同
じ

内
分
泌
か
く
乱
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
通
し
て

げ
っ
歯
類
（
ネ
ズ
ミ
な
ど
）
の

実
験
に
お
け
る

前
立
腺
ガ
ン
や
乳
ガ
ン
…

そ
し
て
繁
殖
力
の
減
少

さ
ら
に
、
ア
ト
ラ
ジ
ン
に

さ
ら
さ
れ
て
い
る
人
間
に
も

関
係
し
て
い
る

低
階
級
層
の
市
民
や

少
数
民
族
…

こ
れ
ら
の
人
々
は

農
薬
会
社
に
雇
わ
れ
た
り

そ
れ
が
散
布
さ
れ
る

地
域
に
住
ん
で
い
る

の
に
…

こ
う
い
う

情
報
は

得
に
く
く
…

適
当
な

健
康
手
当
も

で
き
ず
…

男
女
と
も

前
立
腺
ガ
ン
や

乳
ガ
ン
で
死
亡
す
る

可
能
性
が
高
い

い
ま
や
全
米
で
は

前
立
腺
ガ
ン
と

乳
ガ
ン
は

死
因
の
ト
ッ
プ
に

な
っ
て
い
る

こ
れ
は

環
境
問
題
の

ひ
と
つ
で
す

ア
ト
ラ
ジ
ン
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
で
は

使
用
禁
止
で
す
が

日
本
で
は

シ
ン
ジ
ェ
ン
タ

ジ
ャ
パ
ン
か
ら

売
ら
れ
て
い
ま
す
。
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外
国
で
も
日
本
で
も

大
企
業
か
ら

資
金
援
助
を
受
け
て

大
企
業
に

都
合
の
い
い
論
文
を

発
表
す
る
研
究
者
が

い
ま
す
が
…

ヘ
イ
ズ
教
授
は

こ
う
書
い
て
い
ま
す
。

大企業は、私の研究を阻止することに

躍起になったが、

私の実験室は、アトラジンの影響を調査し続け、

環境や、一般市民の健康に影響のある他の農薬も

調査している。

私が大企業に立ち向かう決意は

大げさなことではない。

私の両親は私にこう教えた――

「報酬がほしいなら正しいことをしてはだめだ。

処罰が怖いなら、まちがったことに目をつむらなくてはならない。

正しいことをしなさい。なぜなら、正しいことだからだよ。」

「君が望むものと君が言うことは、同じでなくてはならない。」

つ
ま
り
、

ヘ
イ
ズ
教
授
の

科
学
者
と
し
て
の

良
心
は
…

「
正
し
い
こ
と
を

す
る
た
め
に
は
、

お
金
も
欲
し
が
ら
ず

罰
も
お
そ
れ
な
い
」

と
い
う
父
母
の

教
え
の
中
に

（
家
庭
教
育
の
中
に
）

あ
た
り
ま
え
の
も
の

と
し
て
あ
っ
た
か
ら

育
っ
た
の
だ
…

と
思
え
る
の
で
す
。
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食品の危険性２

その他の危険性について

ど
う
し
て
、
ス
ー
パ
ー
の
食
品
は
安
い
の
？

「
本
日
特
売
！

赤
字
覚
悟
！
」
こ
ん
な
安
く
買
え
る
な
ん
て
、
頑
張
っ
て
る
ス
ー
パ
ー
だ
な
あ
。

「
砂
糖
不
使
用
！

カ
ロ
リ
ー
ゼ
ロ
！
」
最
近
周
り
で
人
気
の
商
品
。
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
気
に
な
る
し
、
使
っ
て
み
よ
う
！

最
近
は
、
加
工
品
の
技
術
も
進
ん
で
、
安
く
て
そ
れ
な
り
の
も
の
が
買
え
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

…
…
そ
の
食
品
の
マ
イ
ナ
ス
面
、
誰
か
教
え
て
く
れ
ま
し
た
か
？
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発ガン促進物質で、できている

エコナの歴史から見えるもの

一
九
九
八
年
５
月･

･
･

花
王
の
エ
コ
ナ

ク
ッ
キ
ン
グ
オ
イ
ル
は

油
脂
で
初
め
て

特
定
保
健
用
食
品

（
ト
ク
ホ
）
と
し
て

厚
生
省
に
許
可
さ
れ
た
。

ト
ク
ホ
と
は･

･
･

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を

正
常
に
保
つ
な
ど
の

効
能
と
マ
ー
ク
の
表
示
を

国
が
許
可
し
た

食
品
で
あ
る
。

し
か
し
、
エ
コ
ナ
の

効
果
と
安
全
性
に
、

良
心
的
な
研
究
者
は

疑
問
を
持
っ
て
い
た
。

二
〇
〇
二
年
に
は

当
時
筑
波
大
学
の

鈴
木
正
成
教
授
の

実
験
に
よ
っ
て
、

エ
コ
ナ
に
効
果
が

な
い
こ
と
が

日
本
肥
満
学
会
で

発
表
さ
れ
て
い
た
。

二
〇
〇
二
年
、
厚
労
省
の

新
開
発
食
品

調
査
部
会
の

議
事
録
に
は･

･
･

花
王
の
実
験
は

た
っ
た
五
〇
例
だ
っ
た
こ
と
、

太
っ
た
人
に
し
か
効
果
が
な
い

と
花
王
が
認
め
て
い
る
こ
と
、

そ
し
て

エ
コ
ナ
の
主
成
分
、

ジ
ア
シ
ル
グ
リ
セ
ロ
ー
ル
が

ガ
ン
を
促
進
す
る
可
能
性
、

高
温
処
理
で

毒
物
が
生
成
し
て
い
る
可
能
性

な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

･
･
･

と
書
か
れ
て
い
た
。

エ コ ナ ク ッ キ ン グ オ イ ル に 含 ま れ る

1.2 ジ ア シ ル グ リ セ ロ ー ル は ･･･

発 が ん の プ ロ モ ー タ ー と し て 作 用 す る

50 例 近 く の 症 例 ･･･

体 重 が 全 く 正 常 範 囲 に あ る 人 、 あ る い は

血 清 中 性 脂 肪 が 全 く 正 常 範 囲 に あ る 人 に 関 し て は

効 用 は 認 め て い な い ･･･

2004 年 6 月 4 週デイリー号の注文書で報告しています。
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も
と
も
と

発
ガ
ン
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

研
究
者
の
間
で
は

「
体
内
の
ジ
ア
シ
ル

グ
リ
セ
ロ
ー
ル
は

酵
素
を
活
性
化
さ
せ
、

ガ
ン
の
引
き
金

（
発
ガ
ン
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
）

の
ひ
と
つ
で
あ
る
」

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
た
。

エ
コ
ナ
は
八
〇
％
以
上
が

ジ
ア
シ
ル
グ
リ
セ
ロ
ー
ル

に
も
か
か
わ
ら
ず

厚
労
省
は

「
野
生
ラ
ッ
ト
で

発
ガ
ン
性
が
な
か
っ
た
」

と
い
う
理
由
で
問
題
な
し
、
と
し
て
い
た
。

し
か
し
、
遺
伝
子
組
み
換
え
ラ
ッ
ト
を

使
っ
た
実
験
で
、
舌
ガ
ン
が
出
た

結
果
を
受
け
、
厚
労
省
は

「
念
の
た
め
」
と
い
う
名
目
で

追
加
試
験
を
実
施･

･
･

2006 年

Ｄ Ａ Ｇ 油 を 塗 っ た

マ ウ ス の ４ ４ ～ ４ ８ ％ に

腫 瘍 が 見 つ か っ た 。

し か し 、 こ の 実 験 結 果 を 受 け た 、 食 品 安 全 委 員 会 の 評 価 は ･･･

「 発 ガ ン 促 進 作 用 に 一 貫 性 が な い か ら

安 全 性 に 問 題 は な い 」 だ っ た 。

2009 年 6 月

同
じ
頃
、
花
王
は
、

エ
コ
ナ
に
別
の
毒
物
、

「
グ
リ
シ
ド
ー
ル
脂
肪
酸

エ
ス
テ
ル
」
が
高
濃
度
に

含
ま
れ
る
こ
と
を

国
に
報
告･

･
･

同
じ
年
の
３
月
に

ド
イ
ツ
の
連
邦
リ
ス
ク

評
価
研
究
所
が

「
グ
リ
シ
ド
ー
ル
脂
肪
酸

エ
ス
テ
ル
が
発
ガ
ン
物
質
に

な
る
可
能
性
」
を

報
告
し
て
い
た
た
め

消
費
者
の
猛
烈
な
抗
議
が

花
王
に
届
き･

･
･
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2009 年 10 月 、 花 王 は 、 エ コ ナ と 関 連 商 品 に つ い て

自 ら ト ク ホ 許 可 を 返 上 し 、

出 荷 停 止 と な っ た 。

し か し 、 問 題 は 終 わ っ て い な い 。

問
題
は･

･
･

出
荷
停
止
の

原
因
に
な
っ
た

「
グ
リ
シ
ド
ー
ル
脂
肪
酸

エ
ス
テ
ル
」
だ
け
で
は

な
く

エ
コ
ナ
の

八
〇
％
以
上
が

ジ
ア
シ
ル
グ
リ
セ
ロ
ー
ル

と
い
う

発
ガ
ン
促
進
物
質
で

で
き
て
い
る
こ
と･

･
･

そ
し
て

食
品
安
全
委
員
会
が

四
十
八
％
も
の

マ
ウ
ス
に

ガ
ン
が
出
た

結
果
を

ふ
ま
え
な
が
ら

「
ジ
ア
シ
ル

グ
リ
セ
ロ
ー
ル
は

科
学
的
知
見
に
基
い
て

安
全
性
に
問
題
は
な
い
」

と
結
論
し
て
い
る

こ
と･

･
･

国
の
「
科
学
的
知
見
」
が

大
き
な
嘘
で
、

消
費
者
の
考
え
る

安
全
性
と
、
か
け
は
な
れ
て

い
る
こ
と
だ
。

現
状
の
国
の
評
価
で
は

グ
リ
シ
ド
ー
ル
脂
肪
酸
エ
ス
テ
ル
の

問
題
だ
け
を
解
決
し
て
、

エ
コ
ナ
が
再
開
さ
れ
て
し
ま
う

お
そ
れ
が
あ
る
。

大
企
業
は

六
千
億
円
市
場
と
言
わ
れ
る

ト
ク
ホ
商
品
の
利
益
に
群
が
り
、

国
は
国
民
の
健
康
を

本
当
に
守
ろ
う
と
は

し
て
い
な
い
。

自
分
で
正
し
い
情
報
を

得
る
こ
と
が
大
事
だ･

･
･
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市
販
の
サ
ラ
ダ
油･

･
･

色
も
に
お
い
も
な
く

き
れ
い

で
す
が･

･
･

に
お
い
を
取
る
た
め
に

高
温
を
か
け
る
過
程
で

発
ガ
ン
性
を
も
つ
よ
う
に
な
る

疑
い
の
あ
る
不
純
物
が

で
き
て
い
ま
す
。

グ
リ
シ
ド
ー
ル

脂
肪
酸
エ
ス
テ
ル
は

エ
コ
ナ
の

出
荷
停
止
の

原
因
と
な
っ
た

物
質
で

ヒ
ト
の
体
内
で

発
ガ
ン
性
の
あ
る

グ
リ
シ
ド
ー
ル
に
な
る

可
能
性
が
高
い
で
す
。

3-Ｍ Ｃ Ｐ Ｄ 脂 肪 酸 エ ス テ ル も

モノ ･クロロ ･プロパン ･1.2 ジ オ ー ル

油 を 高 温 で 加 熱 し た 時 に

で き る 不 純 物 で ･･･

グ
リ
シ
ド
ー
ル
脂
肪
酸
エ
ス
テ
ル

と
同
じ
よ
う
に

グ
リ
シ
ド
ー
ル
に

変
化
す
る
可
能
性
に

言
及
し
た
論
文
が
あ
り
ま
し
た
。
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３-
Ｍ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
は

塩
酸
分
解
の

た
ん
白
加
水
分
解
物
に
も

含
ま
れ
る
不
純
物
で

Ｗ
Ｈ
Ｏ
な
ど

に
よ
っ
て

危
険
性
が

指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。

３-

Ｍ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
は

精
製
植
物
油
に

生
成
す
る
た
め

赤
ち
ゃ
ん
の

粉
ミ
ル
ク
の
原
材
料
に
も

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

ド
イ
ツ
連
邦
リ
ス
ク
評
価
研
究
所
（
Ｂ
ｆ
Ｒ
）
は

「
乳
幼
児
用

粉
ミ
ル
ク
製
品
は

有
害
な
３-

Ｍ
Ｃ
Ｐ
Ｄ

脂
肪
酸
エ
ス
テ
ル
を

含
ん
で
い
る
」
と
指
摘
。

乳
児
の
場
合
、
摂
取
量
が
許
容
量
を

数
倍
～
数
十
倍
超
え
て
い
ま
す
。

大
人
で
も
精
製
植
物
油

（
特
に
マ
ー
ガ
リ
ン
に
多
い
）
を

多
量
に
摂
る
人
は

許
容
量
を
超
え
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

Opinion No.047 2007､ 11 月
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安 い 加 工 品 × 食 べ す ぎ ⇒ 不 健 康

価格の安い「混合しょうゆ」には、
塩酸分解のたん白加水分解物が使われています。

先
日
、
新
聞
に

食
品
工
場
の
事
故

記
事
が
載
り
ま
し
た
。

食
品
の
工
場
で
な
ぜ

化
学
工
場
で
使
う

よ
う
な

毒
劇
物
の
塩
酸
が

一
千
リ
ッ
ト
ル
も

漏
れ
た
の
で
し
ょ
う
？

醤
油
の
作
り
方
に
は

大
豆･

小
麦･

麹
菌･

塩
で
作
ら
れ
る

本
醸
造
方
式
と･

･
･

ア
ミ
ノ
酸
液
を
利
用
す
る

混
合
醸
造
方
式
、

混
合
方
式
が
あ
り
ま
す
。

ア
ミ
ノ
酸
液
の
作
り
方
の
ひ
と
つ
に

大
豆
カ
ス
な
ど
の

価
格
の
安
い

た
ん
ぱ
く
質
を

塩
酸
で
分
解
し
、

水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
で

中
和
し
て
作
ら
れ
る

塩
酸
分
解
の

た
ん
白
加
水
分
解
物
が
あ
り
ま
す
。

昭
和
四
十
年
代
、

日
本
の
ほ
と
ん
ど
の
家
庭
で

常
備
し
て
い
た
「
う
ま
味
調
味
料
」
は
、

最
初
、「
小
麦
粉
な
ど
の
た
ん
ぱ
く
質

（
グ
ル
テ
ン
）
を
、
塩
酸
を
使
っ
て

分
解
す
る
」
方
法
で
し
た
。

こ
の
会
社
は

塩
酸
を
使
っ
て
、
う
ま
味
を
作
っ
て
き
た

百
年
の
歴
史
が
あ
る
の
で
す
。
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た
ん
ぱ
く
質
を

塩
酸
で
分
解
す
る
と

塩
素
が
反
応
し
て

ク
ロ
ロ
プ
ロ
パ
ノ
ー
ル
類
と

呼
ば
れ
る

不
純
物
が
生
ま
れ
ま
す
。

メ
ー
カ
ー
で
は

ア
ル
カ
リ
処
理
で

除
去
し
て
い
る

と
言
っ
て
い
ま
し
た
が･

･
･

食品 分析数

(検出数)

最小値

mg/kg

最大値

mg/kg

平均値

mg/kg

本醸造醤油 104

（１１)

0.004 0.00８ 0.00３

混合醸造醤油

混合醤油

120

(１１９)

0.004 ７.８ 0.２１

農
水
省
が

実
施
し
た

実
態
調
査
で
は

「
混
合
醸
造

方
式
と

混
合
方
式
の

醤
油
」

の
一
部
に

高
濃
度
の

３-

Ｍ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
が

検
出
さ
れ
て

い
ま
す
。

３ -Ｍ Ｃ Ｐ Ｄ は 、 ラ ッ ト の 実 験 で

腎 臓 へ の

悪 影 響 や

良 性 腫 瘍 、

オスの
精子不稔（こどもができない）が

認められたため、 JECFA（ 国 際 的 専 門

機 関 ） で 一 日 の 耐 用 摂 取 量 が 、

１ kg あ た り ２ μ g（１μg は

１００万分の１g）と 決 め ら れ ま し た 。

つまり５０kg の人なら毎日１万分の１g

まで。右の最大値の醤油を一日３０ｇ

食べると１万分の 2.3g になり、

耐用摂取量を超えてしまいます。

1､３ -Ｄ Ｃ Ｐ は 、 ラ ッ ト で 、

遺伝毒性や発がん性が 確 認 さ れ て い ま す 。

他にも２ ､３ -Ｄ Ｃ Ｐ な ど の 毒 物 が で き て い ま す が 、

発 が ん 性 試 験 を や っ て い な い た め 、 毒 性 が 公 表 で き な い の で す 。

Ｊ
Ａ
Ｓ
法
の
表
示
基
準
で
は

５
％
未
満
の
原
材
料
は

表
示
を
省
略
で
き
る
の
で
、

塩
酸
分
解
の

た
ん
白
加
水
分
解
物
は

表
示
さ
れ
ず
に

「
醤
油
」
や

「
カ
ツ
オ
エ
キ
ス
」

な
ど
に
入
っ
て
い
る

こ
と
が
あ
り
、

加
工
食
品
の
原
材
料
に
も

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

今
後
、
ま
た
は
現
在
、

大
学
や
研
究
所
で

食
品
加
工
の

研
究
開
発
を
志
す
、
若
い

研
究
者
の
皆
さ
ん
は･

･
･

食
べ
物
に

毒
劇
物
を
使
う

感
覚
の
お
か
し
さ
に

気
付
い
て
ほ
し
い･

･
･

！
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３０～４０代の女性に多い！という調査結果が
出ています。

ト
ラ
ン
ス
脂
肪
酸
に
つ
い
て

日
本
の
厚
生
労
働
省

な
ど
は
ず
っ
と

「
日
本
人
は

平
均
摂
取
量
が

低
い
の
で
、
規
制
や

表
示
は
必
要
な
い
」

と
い
う
立
場
で
し
た
。

そ
れ
に
対
し

名
古
屋
生
活
ク
ラ
ブ
は

「
平
均
」
し
て
し
ま
う
こ
と
と

「
無
表
示
で
売
る
」
こ
と
の

問
題
を
指
摘
し
て
き
ま
し
た
。

2009 年 9 月に

政権交代してからは

規制に動きつつ

あります。

（現在 2010 年 5 月）

昨
年
十
二
月
、

東
京
大
学
な
ど
の

調
査
に
よ
り

日
本
で
始
め
て･

･
･

一
人
一
人
の

日
本
人
の

ト
ラ
ン
ス
脂
肪
酸
摂
取
量
を

具
体
的
に
調
べ
た
論
文
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

(東京大学 2009 年 12 月)

2008 年「マーガリンものがたり」より
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摂
取
量
は

平
均
す
れ
ば･

･
･

Ｗ
Ｈ
Ｏ
の

最
大
摂
取
量

（
１
％
以
下
）
を

下
回
っ
て
い
ま
す
が

年
齢
別
、
性
別
で
調
べ
る
と

最
大
許
容
量
を

超
え
て
い
る
人
の
割
合
は･

･
･

都
市
に
住
む

三
十
～
四
十
九
歳
の

女
性
に
多
い
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。

（年齢層別分布データより算出）

ト ラ ン ス 脂 肪 酸 の 摂 取 源 は

女 性 の 場 合 、 工 業 的 に

作 ら れ た お 菓 子 と パ ン で

40.8％ も 占 め て い ま す 。

最
大
許
容
量
は
「
総
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

１
％
ま
で
な
ら
大
丈
夫
」
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、

「
せ
め
て
１
％
以
下
に
下
げ
ま
し
ょ
う
」

と
い
う
意
味
で
す
。

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の

研
究
者
た
ち
は

可
能
な
限
り

０ゼ
ロ

に
す
べ
き

と
主
張
し
て
い
ま
す
。
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遺伝子組み換えって、どういう意味？

どんな食品？

生
き
物
に

別
の
生
き
物
の

遺
伝
子
を

う
ち
こ
ん
で

新
し
い
性
質
の

生
き
物
を

作
り
出
す

バ
イ
オ
技
術
で
す
。

遺
伝
子

組
み
換
え

と
は･

･
･

こ
れ
を
農
業
に
使
っ
た
の
が

遺
伝
子
組
み
換
え
作
物
。

開
発
し
た
の
は

ア
メ
リ
カ
の

農
薬
メ
ー
カ
ー
、

モ
ン
サ
ン
ト
社
。

「
生
産
性
の
向
上
」
や

「
持
続
可
能
な
農
業
」

な
ど
を
う
た
っ
て
い
ま
す
が

実
質
は

世
界
の
食
糧
支
配
を
ね
ら
う

化
学
メ
ー
カ
ー
。

遺
伝
子
組
み
換
え
作
物
は

「
食
糧
の
核
兵
器
」
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

多
く
の
人
が
疑
問
に
思
い
ま
し
た
。

日
本
政
府
は
当
時

「
遺
伝
子
組
み
換
え
前
と

遺
伝
子
組
み
換
え
後
の
も
の
が

同
じ
な
ら
ば
安
全
と
み
な
す
」

と
い
う･

･
･

「
実
質
的
同
等
性
」
と
名
づ
け
た

薬
に
対
す
る
評
価
指
針
を

食
品
に
拡
大
解
釈
し･

･
･

モ
ン
サ
ン
ト
の
提
出
し
た

資
料
を
認
め
て

輸
入
を
許
可
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
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し
か
し
実
際
は

組
み
換
え
後
の

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は

ア
ミ
ノ
酸
が
増
え
、

同
じ
で
は
な
か
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず

･
･
･

国
は
審
議
せ
ず
、

Ｐ
Ｌ
法
（
製
造
物
責
任
法
）

に
よ
り

「
責
任
は
会
社
に
」

と
い
う
態
度
で
し
た
。

こ
う
し
て
輸
入
さ
れ
た

遺
伝
子
組
み
換
え
作
物
は

さ
ま
ざ
ま
な
食
品
に
姿
を
変
え

私
た
ち
の
体
に
入
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か

遺
伝
子
組
み
換
え
技
術
で

作
ら
れ
て
い
る
も
の
に

キ
モ
シ
ン

α
―
ア
ミ
ラ
ー
ゼ

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
２

（
リ
ボ
フ
ラ
ビ
ン
）

な
ど
が

あ
り
ま
す
。

遺
伝
子
組
み
換
え

と
い
う
技
術
は

医
薬
品
で
は

ヒ
ト
成
長
ホ
ル
モ
ン
な
ど
で

成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
が･

･
･

そ
の
技
術
を
使
っ
た

食
品
を
毎
日
食
べ
る
こ
と
が

安
全
か
ど
う
か

ま
だ
わ
か
っ
て
い
な
い

の
で
す
。
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良 心 的 な 研 究 者 が 指 摘 す る 、 遺 伝 子 組 み 換 え 食 品 の 問 題 点 は ･･･

慢
性
の
毒
性
試
験
は

や
っ
て
い
な
い
。

こ の ト ウ モ ロ コ シ を 食 べ た

人 間 へ の 毒 性 は 研 究 中 で 、

よ く わ か っ て い ま せ ん 。

（ わ た し た ち の 体 で 実 験 中 ）

環
境
へ
広
が
り

生
態
系
を
こ
わ
す
。

交
雑
に
よ
っ
て

在
来
種
が

遺
伝
子
組
み
換
え
に

変
わ
っ
て
し
ま
う

遺
伝
子
汚
染
が

起
き
て
い
ま
す
。

（
北
米
だ
け
で
な
く

カ
ナ
ダ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、

南
米
も
）

日
本
で
も

遺
伝
子
組
み
換
え

ナ
タ
ネ
の
自
生
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。

除
草
剤
が

効
か
な
い
雑
草
、

殺
虫
遺
伝
子
よ
り

強
い
害
虫
の
出
現
も

危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ し て 、 予 期 し な い 有 害 物 質 を 作 る 危 険 。
遺伝子を、種の壁を超えて

別の生物の細胞に入れる時の

技術的な問題。

こ の 有 害 物 質 で 死 者 38 人 を 出 し た の が 、 ト リ プ ト フ ァ ン 事 件 で す 。
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最初の実害、トリプトファン事件

トリプトファン･･･タ ン パ ク 質 を 作 っ て い る ア ミ ノ 酸 の 一 種 。

必 須 ア ミ ノ 酸 な の で 、 摂 ら な い と 栄 養 失 調 に な る が 、

食 べ 物 を バ ラ ン ス よ く 食 べ て い れ ば 不 足 し な い 。

1988 年、 10 月 ご ろ か ら ア メ リ カ で

健 康 食 品 ト リ プ ト フ ァ ン を 飲 ん だ 人 た ち の 中 か ら

原 因 不 明 の 病 気 に な る 人 が 続 出 す る と い う

事 件 が 起 こ っ た 。

そ
れ
は
、
医
者
が
そ
れ
ま
で

見
た
こ
と
も
な
か
っ
た
よ
う
な

病
気
で
、
特
別
の
名
前
が

つ
け
ら
れ
た
。

「
好
酸
球
増
加
・

筋
肉
痛
症
候
群
」

･
･
･

略
し
て
「
Ｅ
Ｍ
Ｓ
」

白
血
球
の
一
種
で
あ
る

好
酸
球
が

異
常
に
増
え
、

ひ
ど
い
筋
肉
痛
、

神
経
痛
、

記
憶
障
害
な
ど

脳
の
障
害
が

起
こ
り･

･
･

悪
化
す
る
と

全
身
マ
ヒ
、

呼
吸
困
難
、

死
に
至
る･

･
･

この事件で、 38 名 が 死 亡 、

1500 名 が 不 治 の 障 害 者 に な っ た 。

発病者は推定 6000 人 と 言 わ れ て い る 。
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ア メ リ カ の Ｆ Ｄ Ａ （ 食 品 医 薬 品 局 ） は

す ぐ に ト リ プ ト フ ァ ン の 製 造 を 中 止 、

調 査 し た 結 果 ･･･

日
本
の
昭
和
電
工
の

ト
リ
プ
ト
フ
ァ
ン
が

問
題
と
わ
か
り
、

翌
年

６
月
ま
で
に
販
売
を

禁
止
、
原
因
究
明
に

の
り
だ
し
た
。

分
析
さ
れ
た

ト
リ
プ
ト
フ
ァ
ン
中
の

六
十
種
類
も
の
不
純
物
の
中
で

や
っ
と
検
出
さ
れ
た
疑
わ
し
い

不
純
物
は
一
五
〇
ｐ
ｐ
ｍ

全体の 0.01～ 0･02％

（ 5000 分の１～ 1 万 分 の １ ） と い う

超 微 量 で あ る 。

事
件
を
起
こ
し
た

ト
リ
プ
ト
フ
ァ
ン
は

昭
和
電
工
が

大
量
生
産
を
目
的
に

「
遺
伝
子
組
み
換
え
を

し
た
バ
ク
テ
リ
ア
」
で

作
っ
た
新
製
品
だ
っ
た
。

自
然
の
バ
ク
テ
リ
ア
で
生
産
を

し
て
い
る
他
の
メ
ー
カ
ー
の

ト
リ
プ
ト
フ
ァ
ン
は

何
の
問
題
も
起
こ
っ
て
い
な
い

こ
と
を
考
え
る
と･

･
･

「
遺
伝
子
組
み
換
え
」
が

だ
れ
も
予
測
で
き
な
か
っ
た

化
学
反
応
で

超
微
量
で
毒
性
の
強
い

不
純
物
を
生
み
出
し
て
し
ま
っ
た

可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
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だ
が

証
拠
は
な
い
。

昭
和
電
工
は

当
時
の

設
備
や
菌
を

す
で
に
廃
棄
し
て

し
ま
っ
て
い
た
し
、

不
純
物
は

マ
ウ
ス
に
よ
る

動
物
実
験
を

パ
ス
し
て
い
た
。

し
か
し
、
こ
の
事
件
は

忘
れ
て
は
な
ら
な
い

事
件
で
あ
る
。

は っ き り と 言 え る こ と は 、 食 品 の 中 に 残 っ た

たった 0.01～ 0･02％ の 不 純 物 が

死 者 と 、 数 千 人 の 障 害 者 を 出 し ･･･

そ の 毒 性 を

動 物 実 験 や 、 副 作 用 試 験 で は

見 つ け ら れ な か っ た こ と 、

つ ま り 、 動 物 実 験 も 副 作 用 試 験 も

食 品 の 安 全 性 の 証 明 に は 、 完 璧 で は な い

と い う こ と ･･･

そ の 食 品 が 、 遺 伝 子 組 み 換 え と い う

新 技 術 を 使 っ た も の だ っ た 、 と い う こ と だ 。

こ の 事 件 を 調 査 し た 、 ア メ リ カ 、

メ イ ヨ ・ ク リ ニ ッ ク の グ ラ イ ク 博 士 は 、

人 間 の ボ ラ ン テ ィ ア で 毒 性 を 調 べ ろ 、

と い う 提 言 を し て い る 。

ト リ プ ト フ ァ ン 事 件 は 、

不 純 物 が で き て い た こ と で 、

「 実 質 的 同 等 」 が く ず れ て い る こ と を 示 し て い る 。

遺 伝 子 組 み 換 え の 潜 在 的 な 危 険 性 が 、 あ ら わ れ た 事 件 だ 。
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食品の選び方

何を食べればいいの？

じ
ゃ
あ
、
食
べ
る
も
の
が
な
い
じ
ゃ
な
い
…
…

「
あ
れ
も
だ
め
、
こ
れ
も
だ
め
、
そ
ん
な
こ
と
言
わ
れ
て
も
…
…
」

で
も
体
に
悪
い
も
の
、
食
べ
物
と
し
て
お
か
し
い
処
理
を
さ
れ
た
も
の
は
、
で
き
る
こ
と
な
ら
避
け
た
い
。

新
鮮
な
魚
を
選
ぶ
こ
と
、
お
い
し
い
野
菜
を
見
分
け
る
こ
と
と
同
じ
よ
う
に
、

安
全
な
食
品
を
、
食
べ
方
を
、
選
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
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未精製のナタネ油には
ガンを防ぐキャノロールがある！

赤
ず
き
ん
ち
ゃ
ん
は

お
母
さ
ん
に

た
の
ま
れ
て

サ
ラ
ダ
油
を

買
い
に

行
き
ま
し
た
。

ス
ー
パ
ー
に
は

い
ろ
ん
な
油
が

あ
り
す
ぎ
て･

･
･

ど
れ
を
買
え
ば

い
い
の
か

困
っ
て
い
る
と･

･･

ム
ー
ミ
ン
に
似
た

テ
ィ
ン
カ
ー
ベ
ル
が

あ
ら
わ
れ
て･

･
･

耳
も
と
で

ア
ド
バ
イ
ス
を

く
れ
ま
し
た･

･
･

な
た
ね
や

大
豆
を

し
ぼ
っ
て

油
を
と
っ
た

あ
と
に･

･
･

ね
ば
ね
ば

し
た
成
分
や

色
や

に
お
い
や

迷
子
の

脂
肪
酸
を

取
る
こ
と

だ
よ

一
番
し
ぼ
り
じ
ゃ
な
い

サ
ラ
ダ
油
は

ノ
ル
マ
ル
ヘ
キ
サ
ン
※

で
精
製
さ
れ
て

い
る
し

精
製
油
は

高
温
で
脱
臭
し
た
時

発
が
ん
性
の

疑
い
の
あ
る

不
純
物
が

で
き
て
い
る
か
ら

い
い
油
じ
ゃ
な
い

け
ど･

･
･

精
製
す
る
前
の

ナ
タ
ネ
油
に
は

キ
ャ
ノ
ロ
ー
ル

っ
て
い
う

よ
い
物
質
が

あ
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
ん
だ

※揮発性の

化学溶剤。

石油に

含まれる。
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揚
げ
物
で

使
っ
た
油
を

放
っ
て
お
く
と･

･
･

黒
く
な
っ
て

異
臭
が

す
る
で
し
ょ
？

あ
れ
が

過
酸
化
脂
質

だ
よ

赤
身
の
肉
の

中
に
あ
る
も
の
と

い
っ
し
ょ
に

な
る
と･

･
･

遺
伝
子
を

キ
ズ
つ
け
る

脂
質
ラ
ジ
カ
ル
に

変
身
し
て

し
ま
う･

･
･

こ
う
や
っ
て

細
胞
に

傷
害
を
あ
た
え

ガ
ン
な
ど
の

病
気
を
お
こ
す

脂
質
ラ
ジ
カ
ル
を

消
す
の
が

キ
ャ
ノ
ロ
ー
ル
だ
！

ねばねばを取っただけの油は

脱酸､脱色､脱臭までした精製油の

205 倍以上のラジカル除去能力が

あったんだよ。

ガ
ン
や
炎
症
、

動
脈
硬
化
、

神
経
の
病
気

に
効
く
こ
と
を

考
え
る
と･

･
･

油
の
作
り
方
は

キ
ャ
ノ
ロ
ー
ル
を

残
す
方
法
に

変
え
た
方
が

い
い
よ
ね･

･
･

パーキンソン病や

アルツハイマー

色やにおいの残っている油がいい油です。
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エキストラバージンオリーブオイル、えごま油などの
未精製の油を 少なめに 摂りましょう。

②

働
き
の
ち
が
い
で

次
の
よ
う
に
分
け
ら
れ
る

食
用
油
の
中
で

お
す
す
め
で
き
る
の
は･

･
･

ま
ず
①
オ
リ
ー
ブ
油
の
中
の

エ
キ
ス
ト
ラ
バ
ー
ジ
ン
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル

で
す
。

エキストラバージン

オリーブオイルの毎日摂取が

閉経した婦人の

ＤＮＡへの酸化的傷害を

減らした。

イタリア、トスカニー科学研究所

2006 年

エ
キ
ス
ト
ラ
バ
ー
ジ
ン

オ
リ
ー
ブ
油
に
入
っ
て
い
る

ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
が

み
ず
か
ら
活
性
酸
素

ラ
ジ
カ
ル
の
作
用
を

受
け
る
こ
と
で

Ｄ
Ｎ
Ａ
の
傷
害
を

減
ら
し
ま
す
。

バ
ー
ジ
ン

オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
と

②
ひ
ま
わ
り
油
を
比
較
し
た

ラ
ッ
ト
の
実
験
で
は

バ
ー
ジ
ン
オ
リ
ー
ブ
油
は

ひ
ま
わ
り
油
よ
り

Ｄ
Ｎ
Ａ
切
断
が
少
な
く
、

抗
酸
化
能
力
が

あ
り
ま
し
た
。

スペイン、グラナダ大学 2004 年
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③
ｎ-

３
系
の
油
も
お
す
す
め
で
す
。

自
己
免
疫
病
を

発
症
し
や
す
く
し
た
マ
ウ
ス
に
、

い
ろ
い
ろ
な
条
件
で

エ
サ
を
与
え
た
実
験
で･

･
･

リ
ュ
ー
マ
チ
や
ア
レ
ル
ギ
ー

な
ど
の
、
自
己
免
疫
病
に
は

②
コ
ー
ン
油
よ
り
も
③
魚
油
の
方
が

延
命
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し

こ
の
実
験
で

い
ち
ば
ん
の

長
生
き
は

食
事
量
の

制
限
だ
っ
た

と
い
う
こ
と
が

大
事
で
す
。

テキサス大学 健康科学センター Journal of the American College of Nutrition

油
の
と
り
方
の

基
本
条
項
で
す

一
、
酸
化
し
に
く
い
未
精
製
の
油
を

量
を
減
ら
し
て
摂
る
。

二
、
リ
ノ
ー
ル
酸
（
ｎ-

６
系
）
は

減
ら
す
。

三
、
よ
い
油
で
も
摂
り
過
ぎ
な
い
。

四
、
調
理
中
の
油
煙
は
吸
い
込
ま
な
い
。

調理により

この油煙を吸い込む婦人は

肺ガンになる危険性が高い。

台湾国立 Chung Hsing 大学

2006 年
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いいものを少なめに･･･「量より質！」です。

カロリー制限と次の日絶食が老化を抑える可能性がある。

食
事
の
制
限
が

寿
命
を
伸
ば
す
こ
と
を

見
つ
け
た
最
初
の
研
究
は

一
九
三
五
年･

･
･

消
化
で
き
な
い

セ
ル
ロ
ー
ス
を
含
む

エ
サ
を
与
え
た
ラ
ッ
ト
は

平
均
寿
命
と
最
長
寿
命
が

伸
び
ま
し
た
。

カ
ロ
リ
ー
制
限
や

次
の
日
絶
食
は

げ
っ
歯
類(

ね
ず
み
な
ど)

で
、

糖
尿
病
や
心
臓
病
の

リ
ス
ク
を
減
ら
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
ラ
ッ
ト
を

一
日
お
き
に

カ
ロ
リ
ー
制
限
し
て

２
～
４
ケ
月
育
て
る
と

海
馬
へ
の

化
学
物
質
に
よ
る

神
経
細
胞
の
障
害
を

減
ら
し
ま
し
た
。

ま
た
、
自
由
に

エ
サ
を
食
べ
さ
せ
た

ラ
ッ
ト
に
比
べ
て

カ
ロ
リ
ー
制
限
を

受
け
た
ラ
ッ
ト
の

脳
に
は

ス
ト
レ
ス
を
防
御
す
る

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
タ
ン
パ
ク

（
Ｈ
Ｓ
Ｐ-

７
０
）
と

ぶ
ど
う
糖
調
節
タ
ン
パ
ク

（
Ｇ
Ｒ
Ｐ-

７
８
）
が
増
え
て
い
ま
し
た
。

こ
の
タ
ン
パ
ク
は
以
前
の
実
験
で

酸
化
的
傷
害
と
興
奮
毒
性
か
ら

神
経
細
胞
を
守
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
ま
す
。
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食
事
で
カ
ロ
リ
ー
を

た
く
さ
ん
摂
る
と

血
中
の

ブ
ド
ウ
糖
が

増
え

そ
れ
に
反
応
し
て

イ
ン
シ
ュ
リ
ン
も

増
加
し
て

細
胞
内
に

ブ
ド
ウ
糖
を

と
り
こ
み･

･
･

イ
ン
シ
ュ
リ
ン
は

細
胞
の
受
容
体
に

結
合
し
ま
す
。

こ
う
し
た
一
連
の
反
応
を

イ
ン
シ
ュ
リ
ン
シ
グ
ナ
ル
系

と
い
い
ま
す
。

こ
の
イ
ン
シ
ュ
リ
ン

シ
グ
ナ
ル
系
の
働
き
を

な
く
し
た
次
の
三
種
の

突
然
変
異
体
は･

･
･

い
ず
れ
も
寿
命
が

伸
び
ま
し
た
。

つ
ま
り
食
事
を

た
く
さ
ん
摂
っ
て

イ
ン
シ
ュ
リ
ン
を
増
加

さ
せ
る
こ
と
が

寿
命
を
縮
め
て

い
る
こ
と
を

意
味
し
ま
す
。

食
事
を
ず
っ
と

六
十
％
に
制
限
す
る
よ
り

「
次
の
日
絶
食
」
の
方
が

イ
ン
シ
ュ
リ
ン
の
量
や

神
経
細
胞
の
傷
害
へ
の

抵
抗
性
な
ど
が

よ
か
っ
た･

･
･

と
い
う
論
文
も

出
て
い
ま
す
。

今
の
栄
養
学
は

不
足
の
こ
と
ば
か
り

と
り
あ
げ
て
い
ま
す
が･

･
･

そ
れ
よ
り
も
必
要
な
の
は

食
べ
す
ぎ
の
害
を

な
く
す
こ
と
で
す
。

アメリカ 国立老化研究所 2003 年

アメリカ 国立老化研究所 2006 年
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n-３系脂肪酸が多い食品を選びましょう！

肥
満
、
糖
尿
病
の

対
策
は･

･
･

現
状
で
は

脂
肪
酸
の

摂
取
総
量
を

少
な
く
す
る
こ
と･

･
･

と
さ
れ
て
い
ま
す
が

最
近
の
研
究
で
は

脂
肪
酸
の

種
類
の
ち
が
い

に
よ
っ
て

働
き
が

大
き
く
ち
が
う
こ
と
が

わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

紅
花
油
と
魚
油
で

そ
れ
ぞ
れ
育
て
た

ラ
ッ
ト
の
実
験
で･

･
･

魚
油
で
育
て
た

ラ
ッ
ト
は

脂
肪
を

燃
焼
す
る

遺
伝
子
を

活
性
化
し･

･
･

イ
ン
シ
ュ
リ
ン
が
効
き
や
す
い

体
に
変
わ
る
こ
と
が

証
明
さ
れ
ま
し
た
。

アメリカ エール大学

2007 年

油
に
は

動
物
性
の
油
と

植
物
性
の
油
が
あ
り

私
た
ち
は
長
年

「
植
物
性
の
油
が

健
康
に
よ
い
」
と

栄
養
指
導
や
宣
伝
を

さ
れ
て
き
ま
し
た･

･
･

し
か
し
！

現
在
、
油
は
、
働
き
の
ち
が
い
に
よ
っ
て

次
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。
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紅
花
油(

サ
フ
ラ
ワ
ー
油)

や

コ
ー
ン
油
な
ど
ｎ-

６
系
脂
肪
酸
は

ｎ-

３
系
脂
肪
酸
と
は

正
反
対
に
働
く
こ
と
が

多
い
た
め

ｎ-

６
系

脂
肪
酸
が
多
い
献
立
に

偏
り
が
ち
な

現
代
人
の
食
生
活
が

ア
レ
ル
ギ
ー
、
肥
満
、

糖
尿
病
を

増
や
す
こ
と
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

ｎ-

３
系
脂
肪
酸
は

魚
や
貝
に

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

人
類
の
祖
先
の

遺
跡
か
ら

魚
の
骨
や

貝
殻
の
化
石
が

多
く
見
つ
か
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
も

魚
や
貝
が
脳
の
進
化
に

重
要
だ
っ
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

青
草
で
育
て
た

放
牧
の
牛
は

濃
厚
飼
料
で

舎
飼
い
の
牛

よ
り
も

ｎ-

３
系

脂
肪
酸
を

多
く
含
ん
で
い
る

と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
は
魚
や
貝
、

そ
し
て
肉
や
牛
乳
、
卵
は

「
青
草
を
食
べ
て
放
牧
さ
れ
て
い
る

牛
や
豚
、
鶏
」
を
選
ぶ
こ
と
を

お
す
す
め
し
ま
す
。 ドイツ ロストック大学
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りんごの「皮」は「実」以上にガン細胞の増殖を抑える

「
一
日
に

一
個
の
り
ん
ご
、

医
者
い
ら
ず
」

と
い
う
こ
と
わ
ざ
を

科
学
的
に
裏
づ
け
る

多
く
の
研
究
が

な
さ
れ
て
い
ま
す
。

1990 年 代 の 初 め 、

156 の 研 究 の う ち 、 128 が

「 果 物 と 野 菜 の ガ ン に 対 す る

防 御 効 果 」 を 示 し て い ま し た 。

そ の 効 果 は 植 物 化 学 物 質

（ フ ィ ト ケ ミ カ ル ） に よ る 、

と 考 え ら れ て い ま す 。

フ
ィ
ト
ケ
ミ
カ
ル
は

ガ
ン
細
胞
の
増
殖
を
抑
え

炎
症
と
免
疫
を
調
整
し

脂
肪
な
ど
の
酸
化
を
防
ぐ

た
め

ガ
ン
、
心
血
管
病
、
ぜ
ん
息
、

糖
尿
病
に
効
果
が
あ
る

こ
と
が
、
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
り
ん
ご
は

ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
を

多
く
含
み
、

酸
化
か
ら
守
る
能
力
、

ガ
ン
細
胞
の
増
殖
を
抑
え
る
力
、

ラ
ッ
ト
で
「
量
に
比
例
し
て

乳
が
ん
を
抑
え
る
」
こ
と
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に

り
ん
ご
の
皮
か
ら
分
離
さ
れ
た

ト
リ
テ
ル
ペ
ノ
イ
ド
類
は

細
胞
の
増
殖
を
抑
え

り
ん
ご
の
抗
ガ
ン
活
性
の

一
部
を
担
っ
て
い
る

と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
す
。

アメリカ

コーネル大学 2007 J. Agric Food Chem.
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り
ん
ご
の
皮
は

果
肉
に
比
べ
て

よ
り
多
く
の

フ
ィ
ト
ケ
ミ
カ
ル
と

抗
酸
化
力
を

持
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
大
切
な
こ
と
は

こ
う
し
て
明
ら
か
に
な
っ
た

科
学
的
事
実
を
、
ど
う
と
ら
え
る
か

と
い
う
こ
と
で
す
。

今
ま
で

科
学
が
解
明
し
た
ビ
タ
ミ
ン
類
が

い
ろ
い
ろ
な
サ
プ
リ
メ
ン
ト
と
し
て

売
り
出
さ
れ
て
き
ま
し
た
が

疫
学
研
究
で
は
、

「
効
果
な
し
」
あ
る
い
は

「
悪
い
影
響
」
を
示
す

研
究
が
増
え
て
い
ま
す
。

多数の集団を対象に

原因や発生条件を統計的に

明らかにする方法

フ ィ ト ケ ミ カ ル も

同 じ 道 を た ど る お そ れ が あ り ま す 。

科
学
的
事
実
に
よ
っ
て

明
ら
か
に
な
っ
た
フ
ィ
ト
ケ
ミ
カ
ル･

･
･

し
か
し
そ
の
力
を

「
抽
出
」
し
て
サ
プ
リ
メ
ン
ト
に

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
！

り
ん
ご
や
ト
マ
ト
を

皮
ご
と
、
ま
る
ご
と
、

全
体
を
食
べ
れ
ば

い
い
の
で
す
。

そ
の
方
が
安
全
で

効
果
も
あ
る
は
ず
で
す
。
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果物、野菜、穀物をまるごと！です。

植物由来化学物質【フィトケミカル】はビタミン以上！

ト
ラ
ン
ス
脂
肪
酸
や

カ
ラ
ギ
ー
ナ
ン
、

ア
ス
パ
ル
テ
ー
ム
、

塩
酸
分
解
の

た
ん
白
加
水
分
解
物
や

精
製
油
の
話
を
聞
く
と･

･
･

食
べ
る
も
の
が

な
く
な
っ
ち
ゃ
う
っ

と
い
う
声
を

あ
げ
る
人
も

い
ま
す
が･

･
･

テ
レ
ビ
の

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
で

宣
伝
し
て
い
る

加
工
食
品
や

清
涼
飲
料
を

選
ば
な
け
れ
ば

多
く
の
リ
ス
ク
が

減
り
ま
す
。

食
べ
て
ほ
し
い
の
は

ガ
ン
を
抑
え
る
抗
酸
化
力
が

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
、
Ｅ

以
上
の･

･
･

フ
ィ
ト
ケ
ミ
カ
ル

(
植
物
由
来
化
学
物
質)

を
も
つ

果
物
、
野
菜
、
玄
米
、

全
粒
粉
な
ど
で
す
。

こ
れ
ら
は

食
べ
物
と
し
て
摂
れ
ば

い
い
も
の
で
す
が
、

サ
プ
リ
メ
ン
ト
と
し
て

摂
り
す
ぎ
る
と

毒
性
を
持
ち
ま
す
。

喫煙者の

肺ガンリスクは

βカロチンの

サプリメントで

増加した･･･
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玉 ね ぎ 、 り ん ご に

含 ま れ る

ケ ル セ チ ン は

精 製 さ れ て

単 独 の 成 分 に

なると ･･･

「 発 ガ ン 、

い く ら か の

証 拠 あ り 」 に

な り ま す 。

り ん ご が ガ ン を 抑 え る

力 は 、 皮 付 き の 方 が

大きく ･･･

抗 酸 化 力 は い ろ ん な

果 物 を 組 み 合 わ せ る と ･･･

単独の

約 ５ 倍 に 。

つ
ま
り
一
種
類
の

野
菜
や
果
物
、

玄
米
ば
か
り
を

食
べ
た
り･

･
･

成
分
を

サ
プ
リ
メ
ン
ト
と
し
て

摂
る
の
で
は
な
く

い
ろ
い
ろ
な
食
べ
物
を

バ
ラ
ン
ス
よ
く

ま
る
ご
と
食
べ
る

こ
と
が
大
事
な
の
で
す
。

そ
し
て
皮
ま
で

食
べ
ら
れ
る
よ
う
な

農
薬
を
使
わ
な
い

野
菜
、
果
物
、
穀
物
を

選
ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
。

食
べ
物
を

選
ぶ
こ
と
は

未
来
へ
の

投
票
で
す
。

あ
な
た
は

ど
ん
な
未
来
を

選
び
ま
す
か
？

農薬で

小さな虫や魚が消え、

アレルギーやガンや

原因不明の難病が増え、

安全性の証明実験もされない

健康食品があふれる未来？

生き物のいる田んぼや

畑で

作物が豊かに

実っている未来？
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1

石鹸･化粧品

危険性と選び方

食
べ
物
じ
ゃ
な
い
し
、
大
丈
夫
。

「
そ
こ
ま
で
こ
だ
わ
ら
な
く
て
も
…
…
」

日
常
接
す
る
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
も
の
は
、
国
が
認
め
て
く
れ
た
製
品
で
す
。

で
も
、
言
わ
れ
て
み
れ
ば
お
か
し
い
、
と
思
う
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

何
を
も
っ
て
、
大
勢
の
国
民
が
使
う
も
の
を
大
丈
夫
と
認
め
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
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作り方がちがいます。合成洗剤には毒性があります。

石
け
ん
も

合
成
洗
剤
も

水
と
油
の

両
方
と
な
じ
む

た
め･

･
･

油
性
の
汚
れ
を

落
と
す
こ
と
が
で
き
る

界
面
活
性
剤
で
す
。

石
け
ん
は

天
然
の
油
脂

（
脂
肪
酸
）
と

ア
ル
カ
リ

（
水
酸
化

ナ
ト
リ
ウ
ム

な
ど
）
の

中
和
反
応
で

誰
で
も
作
れ･

･
･

排
水
後
は

自
然
の
中
で

バ
ク
テ
リ
ア
が

分
解
し
て
い
き
ま
す
。

合
成
洗
剤
の
主
な
原
料
は

石
油
で
す
が
、

天
然
植
物
油
を
原
料
に

使
う
も
の
も
あ
り
ま
す
。

ど
ち
ら
に
し
て
も

化
学
結
合
を

さ
せ
る
た
め
に

高
温
高
圧
の

条
件
が
必
要
で
、

素
人
で
は
作
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
新
し
い
結
合
を

切
断
す
る
こ
と
が

分
解
の
第
一
条
件
で
す
が

人
間
を
は
じ
め

多
く
の
生
物
は

分
解
す
る
酵
素
を

持
っ
て
い
な
い
の
で

分
解
で
き
な
い
か
、

非
常
に
遅
い
分
解

し
か
で
き
ま
せ
ん
。

こ
こ
が
石
け
ん
と
の

大
き
な
ち
が
い
で

毒
性
を
示
す

原
因
に
も
な
り
ま
す
。
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硫
酸
が
使
わ
れ
て
い
る

直
鎖
ア
ル
キ
ル
ベ
ン
ゼ
ン

ス
ル
ホ
ン
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム

（
略
称
Ｌ
Ａ
Ｓ
）
や

ラ
ウ
リ
ル
硫
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム

（
Ａ
Ｓ
、
Ｓ
Ｄ
Ｓ)

な
ど
は

洗
濯
用

洗
剤
、

食
器
用

洗
剤
、

シ
ャ
ン
プ
ー
、

歯
磨
き
剤

な
ど
に

入
っ
て
い
ま
す
。

硫
酸
を
使
う
の
は

油
を
よ
く
落
と
す

強
い
洗
剤
に

す
る
た
め
で
す
。

だ
か
ら

合
成
洗
剤
で

手
の
皮
膚
に

異
常
が
出
た
り
、

市
販
の
歯
磨
き
を

使
っ
た
後
、
舌
の

表
面
が
溶
け
る
か
ら

味
が
お
か
し
く

な
っ
た
り

す
る
の
で
す
。

合
成
洗
剤
は

毒
性
が
明
ら
か
に
な
る
と

成
分
を
変
え
て

次
々
に
新
し
い
も
の
が

出
て
き
ま
す
が･

･
･

Ｌ
Ａ
Ｓ
よ
り
毒
性
は
低
い
と

言
わ
れ
て
い
る
こ
れ
ら
の
成
分
も
、

エ
チ
レ
ン
オ
キ
サ
イ
ド
と
い
う

発
ガ
ン
物
質
で
作
ら
れ
て
い
て
、

不
純
物
と
し
て

発
ガ
ン
物
質
の
ジ
オ
キ
サ
ン
が

残
っ
て
い
ま
す
。
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合
成
洗
剤
は
実
験
で

水
生
生
物
や
バ
ク
テ
リ
ア

（
微
生
物
）
を
溶
か
し
て

し
ま
う
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
ま
す
。

川
や
海
の

魚
や
貝
の
卵
、
幼
生
の
数
が
減
り
、

有
機
物
を
分
解
し
て
く
れ
る

バ
ク
テ
リ
ア
が
死
ぬ
こ
と
で

汚
泥
が
ひ
ど
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
Ｐ
Ｏ
Ｅ
Ｐ

（
Ａ
Ｐ
Ｅ
と
も
表
記
）
の
原
料
の

ノ
ニ
ル
フ
ェ
ニ
ー
ル
は

日
本
の
川
の
鯉
の
オ
ス
に

メ
ス
の
た
ん
ぱ
く
質
を

作
ら
せ
て
し
ま
う

環
境
ホ
ル
モ
ン
の

疑
い
が
あ
り
ま
す
。

ノ
ニ
ル
フ
ェ
ニ
ー
ル
は

反
対
運
動
で

販
売
中
止
に
な
っ
た

大
鵬
薬
品
の
避
妊
薬

「
マ
イ
ル
ー
ラ
」

（
殺
精
子
剤
）
の

主
成
分
で
す
。

合
成
洗
剤
の
助
剤
と
し
て
使
わ
れ
る

蛍
光
増
白
剤
も

皮
膚
刺
激
、

ア
レ
ル
ギ
ー
を
お
こ
す

化
学
合
成
物
質
で

原
料
の
ス
チ
ル
ベ
ン
は

内
分
泌
か
く
乱
作
用
が
あ
り

下
水
処
理
場
や
浄
水
場
で

分
解
さ
れ
ず
残
る
た
め

水
道
水
か
ら
飲
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

酵
母
菌
で
作
っ
た
石
け
ん
成
分･

･
･

な
ど
と
い
う
新
し
い
洗
剤
も
出
て
い
ま
す
が

分
子
構
造
が
や
た
ら
複
雑
で

体
内
に
入
っ
た
時
、
分
解
で
き
る
の
か

わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
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直鎖アルキルベンゼンスルホン酸ナトリウ
ム、ポリオキシエチレンアルキルエーテ
ル、水軟化剤(アルミノけい酸塩)、アルカリ
剤(炭酸塩)、柔軟剤(ベントナイト)、工程
剤、分散剤、漂白剤、蛍光漂白剤、酵素

アルキルエーテル硫酸
エステルナトリウム、ア
ルキルベタイン、安定剤

ポリオキシエチレン
アルキルエーテル、
アルカリ剤

アルキルエーテル硫酸エステルナト
リウム、脂肪酸アルカノールアミド、
アルキルベタイン、ポリオキシエチレ
ンアルキルエーテル)、可溶化剤

ポリオキシエチレン
アルキルエーテル、
炭酸塩、蛍光剤配
合、酵素配合。

発
ガ
ン
物
質
の
ジ
オ
キ
サ
ン
が
入
っ
て
い
る

合
成
洗
剤
の
成
分
は
、
ほ
と
ん
ど
の
市
販
の

大
手
メ
ー
カ
ー
の
商
品
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
が･

･
･

花王
アタック

サラヤ
エコ洗剤

ヤシノミ洗剤
泡ベビー

ヤ
シ
油
な
ど
の
天
然
原
料
を
使
い

「
自
然
派
」
を
名
乗
り
な
が
ら

合
成
洗
剤
を
売
る
メ
ー
カ
ー
も
あ
る
の
で
、

要
注
意
で
す
。

サラヤ
ヤシノミ洗剤
洗濯用

アムウェイ
ディッシュドロップ
台所用

アムウェイ
ＳＡ８
洗濯用

赤ちゃんの食器洗い、
離乳食洗いに･･･

商
品
の
表
示
の
成
分
欄
を
見
て
、

環
境
に
や
さ
し
い
ふ
り
を
し
て
い
る

合
成
洗
剤
を
、
見
破
っ
て
く
だ
さ
い
。

よく使われる合成洗剤 せっけん

Ｌ Ａ Ｓ

（ 直 鎖 ア ル キ ル ベ ン ゼ ン ス ル ホ ン 酸 ナ ト リ ウ ム ）

Ａ Ｅ Ｓ

（ ア ル キ ル エ ー テ ル 硫 酸 エ ス テ ル ナ ト リ ウ ム ）

Ａ Ｓ

（ ア ル キ ル 硫 酸 エ ス テ ル ナ ト リ ウ ム ）

Ｐ Ｏ Ｅ Ｒ

（ ポ リ オ キ シ エ チ レ ン ア ル キ ル エ ー テ ル ）

Ｐ Ｏ Ｅ Ｐ

（ ポ リ オ キ シ エ チ レ ン ア ル キ ル フ ェ ノ ー ル エ ー テ ル ）

・・・など、ほか多数

脂 肪 酸 ナ ト リ ウ ム

脂 肪 酸 カ リ ウ ム

せっけんは

この２つだけです

界面活性剤で、

これ以外の難解な成分は

ほぼ合成洗剤です。

複合石けんは、

石けん入りの合成洗剤。

宣伝に問題アリです。
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紫外線吸収剤・オキシベンゾン-2 は、環境ホルモン

紫
外
線
か
ら

お
肌
を
守
る

日
焼
け
止
め

ク
リ
ー
ム･

･
･

で
す
が･

･
･

紫
外
線
を
吸
収
す
る

ベ
ン
ゾ
フ
ェ
ノ
ン
２

（
正
式
名
オ
キ
シ
ベ
ン
ゾ
ン
）

は･
･
･

ラ
ッ
ト
の

実
験
で

「
甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
を

作
る
酵
素
」
の

じ
ゃ
ま
を
す
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。

甲
状
腺

ホ
ル
モ
ン
は

別
名

成
長
ホ
ル
モ
ン

と
呼
ば
れ･
･
･

全
身
の
成
長
、

と
く
に

神
経
系
の
発
達
、

脳
の
発
育
、

分
化
に

影
響
す
る

ホ
ル
モ
ン
で
す
。

ア
メ
リ
カ
国
家
毒
性

計
画
（
Ｎ
Ｔ
Ｐ
）
の

発
ガ
ン
性
に
関
す
る

研
究
で
は･

･
･

ベ
ン
ゾ
フ
ェ
ノ
ン
２

の
類
似
物
質

ベ
ン
ゾ
フ
ェ
ノ
ン
に

発
ガ
ン
性
を

疑
わ
せ
る
の
に
十
分
な

結
果
も
出
て
い
ま
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は

ベ
ン
ゾ
フ
ェ
ノ
ン
２
を

日
焼
け
止
め
ク
リ
ー
ム
に

使
う
こ
と
は

許
可
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。

環
境
ホ
ル
モ
ン
作
用
に
よ
る

水
道
水
な
ど
の
環
境
汚
染
も

起
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
わ
け
で
、
日
本
で
も

日
焼
け
止
め
ク
リ
ー
ム
に
は

紫
外
線
吸
収
剤
よ
り
も

紫
外
線
を
反
射
さ
せ
る

散
乱
剤
の
酸
化
チ
タ
ン
の

方
が
お
す
す
め
、
と
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
！
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「第２のアスベストになる」と言われている、ナノ粒子

酸
化
チ
タ
ン
は

天
然
石
が
原
料
の

白
い
粉･

･
･

絵
の
具
や

食
品
の
着
色
料
に
も

使
わ
れ
て
い
ま
す
が･

･
･

ナ
ノ
技
術
の
進
歩

に
よ
っ
て

超
微
粒
子
に
な
っ
た

酸
化
チ
タ
ン
に

毒
性
が
示
さ
れ
る
実
験

結
果
が
出
て
い
ま
す
。

ナ
ノ
粒
子
は

ど
れ
く
ら
い

小
さ
い
の
で

し
ょ
う
か
？

某
化
粧
品

会
社
の

主
力
商
品
は

20
ｎ
ｍ

(

ナ
ノ
メ
ー
ト
ル
）

以
下
で
し
た
。

※

と
て
も
小
さ
い
の
で

細
胞
に

入
り
こ
ん
だ
り
、

脳
に

臭
神
経
を
通
っ
て

入
っ
た
り

血
液
を
通
し
て

入
っ
た
り
し
ま
す
。

人の赤血球は

7.5μm ※

（7500nm）

ナノ粒子は 20nm 前後

最
近
の
研
究
で

「
酸
化
チ
タ
ン
ナ
ノ
粒
子
は

細
胞
の
中
で

活
性
酸
素
を

出
す
こ
と
で

毒
性
を
持
ち
、

マ
ウ
ス
の
良
性
腫
瘍
を

悪
性
に
変
化
さ
せ
た
」

と
い
う
論
文
が
出
て
い
ま
す
。

人
間
に
つ
い
て
の
調
査
は

ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
が

日
焼
け
防
止
に
は

帽
子
や
長
袖
が
お
す
す
め

で
す
。

※
労働安全と健康 国立研究所 アメリカ 2006
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塗っても増えていた・・・悪性メラノーマ

毒
性
が
明
る
み
に

出
て
き
た
ナ
ノ
粒
子
や･

･
･

活
性
酸
素
を
出
す

紫
外
線
吸
収
剤
を
使
っ
て

作
ら
れ
て
い
る

日
焼
け
止
め
ク
リ
ー
ム
で
す
が･

･
･

肌
に
ぬ
る
こ
と
で

得
ら
れ
る
効
果
は

大
き
い
の
で
し
ょ
う
か
？

日
本
皮
膚
悪
性
腫
瘍
学
会
は

「
有
色
人
種
に
お
い
て
は
、

メ
ラ
ノ
ー
マ
の
発
生
と

紫
外
線
暴
露
を
関
連
づ
け
る

疫
学
的
な
証
拠
は
、
存
在

し
な
い
」
と
し
て
い
ま
す
。

オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
に
よ
っ
て

皮
膚
ガ
ン
患
者
は

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
北
米
の

白
人
で
、
増
加
し
て
い
ま
す
が
、

ア
ジ
ア
で
は
皮
膚
ガ
ン
は

増
え
て
い
ま
せ
ん
。

欧
米
の
皮
膚
ガ
ン
の

増
加
は
、
日
本
人
に
は

適
用
で
き
な
い
の
で
す
。
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で
は
、
欧
米
で
は

サ
ン
ス
ク
リ
ー
ン
は

ガ
ン
を
お
さ
え
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

皮
膚
ガ
ン
の
中
で
も

悪
性
の
黒
色
腫

メ
ラ
ノ
ー
マ
は･

･
･

ア
メ
リ
カ
で
は

白
人
の
場
合
、
二
十
六
年
で

約
３
倍
に
増
え
て
い
ま
す
。

サ
ン
ス
ク
リ
ー
ン
は

メ
ラ
ノ
ー
マ
以
外

・

・

の・

皮
膚
ガ
ン

を
減
ら
す
、
と
さ
れ
て

白
人
の
子
ど
も
た
ち
に

す
す
め
ら
れ
て

き
ま
し
た
が･

･
･

ほ
と
ん
ど
の
研
究
で

悪
性
メ
ラ
ノ
ー
マ
に
は

効
果
が
な
く･

･
･

い
く
つ
か
の
研
究
で
は

サ
ン
ス
ク
リ
ー
ン
を
使
う
こ
と
で

逆
に
メ
ラ
ノ
ー
マ
が
増
え
て
い
た

と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

アメリカ 2005 年

ブリティッシュ コロンビア大学

ド イ ツ の 研 究 で は

衣 服 の 多 い 子 供 ほ ど 、 メ ラ ニ ン 細 胞 性 ホ ク ロ の 数 が

少 な か っ た 、 と い う 報 告 が あ り ま す 。

Eberhard－Karis 大学 2005 年

皮
膚
ガ
ン
の

リ
ス
ク
の
少
な
い

私
た
ち
日
本
人
は

問
題
の
多
い

サ
ン
ス
ク
リ
ー
ン
を

こ
ど
も
た
ち
に

ぬ
り
続
け
る

よ
り
も･

･
･

帽
子
や
服
で

紫
外
線
か
ら

守
っ
て
あ
げ
る
こ
と
を

選
び
た
い
で
す
ね
。

１５％が
死

死
ぬ
こ
と
は

あ
ま
り
な
い
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ほとんどのサンスクリーンは、毒性のある成分が含まれ、
メラノーマ（悪性の皮膚ガン）を減らせない。

サ
ン
ス
ク
リ
ー
ン

（
日
焼
け
止
め

ク
リ
ー
ム
）
の

成
分
に
は･

･
･

①
ベ
ン
ゾ

フ
ェ
ノ
ン
や

②
酸
化
チ
タ
ン

ナ
ノ
粒
子

が
使
わ
れ
て

い
ま
す
。

①
ベ
ン
ゾ
フ
ェ
ノ
ン
は

殺
虫
剤
、
睡
眠
薬
、
紫
外
線
防
止
剤
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
接
着
剤
の
添
加
物
の
他
、

香
料
成
分
と
し
て

食
品
に
も

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

サ
ン
ス
ク
リ
ー
ン
中
の

ベ
ン
ゾ
フ
ェ
ノ
ン
は

人
に
対
し
て

ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
を

起
こ
し
、

発
ガ
ン
性
に
つ
い
て
は

ラ
ッ
ト
と
マ
ウ
ス
の

実
験
で

「
い
く
ら
か
の
証
拠
」
が

出
て
い
ま
す
。

②
酸
化
チ
タ
ン

ナ
ノ
粒
子

は･
･
･

ま
だ
発
ガ
ン
性
が
あ
る
と
は

結
論
で
き
ま
せ
ん
が

マ
ウ
ス
の
細
胞
内
で

活
性
酸
素
を

発
生
さ
せ

良
性
の
腫
瘍
を

悪
性
に
変
え
た

と
い
う
実
験
論
文
が

出
て
い
ま
す
。

アメリカ 国立環境衛生研究所 2007 年

日本 山形大学 2009 年
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成 分 に 、 毒 性 が あ る も の が ほ と ん ど の 、 日 焼 止 め ク リ ー ム ･･･

し か し 、 そ の 効 果 は ･･･？

皮
膚
ガ
ン
の
中
で

最
も
危
険
な

悪
性
黒
色
腫
、

メ
ラ
ノ
ー
マ
に
関
し
て
は

サ
ン
ス
ク
リ
ー
ン
を

使
っ
た
人
は

使
わ
な
い
人
に

比
べ日

光
を
浴
び
る

程
度
が
高
い
た
め

サ
ン
ス
ク
リ
ー
ン
の

使
用
に
よ
っ
て

悪
性
メ
ラ
ノ
ー
マ
の

確
率
が
上
が
っ
た

と
い
う
報
告
が

あ
り
ま
す
。

ド
イ
ツ
人
の
子
供
を

対
象
に
し
た
研
究
で
は

服
の
枚
数
が

増
え
る
ほ
ど

メ
ラ
ノ
ー
マ
に

つ
な
が
る

メ
ラ
ニ
ン
細
胞
性

ホ
ク
ロ
の
数
が
少
な
く

サ
ン
ス
ク
リ
ー
ン
に

防
御
効
果
は

な
か
っ
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。

ドイツ Ｅberhard-Karis 大学 2005 年

日
本
を
含
め
、
ア
ジ
ア
や
有
色
人
種
で
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
の
白
人
に
比
べ
、

そ
も
そ
も
メ
ラ
ノ
ー
マ
は
増
え
て
い
ま
せ
ん
。

日
焼
け
防
止
は

第
一
に
、
帽
子
や
衣
服
で
。

サ
ン
ス
ク
リ
ー
ン
を

使
う
時
は

「
粒
子
の
大
き
い

酸
化
チ
タ
ン
」で
作
っ
た
も
の
を

お
す
す
め
し
ま
す
。

スウェーデン ルンドホスピタル大学

2000 年

平均
150ｎｍ
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家庭用品

危険性と選び方

産
婦
人
科
に
も
置
い
て
あ
っ
た
の
に
。

気
を
つ
け
て
ほ
し
い
の
は
、
衣
替
え
の
季
節
に
大
活
躍
す
る
衣
類
等
の
防
虫
剤
・
パ
ラ
ジ
ク
ロ
ロ
ベ
ン
ゼ
ン
や
、

赤
ち
ゃ
ん
の
哺
乳
瓶
や
こ
ど
も
の
食
器
に
も
使
わ
れ
て
い
る
、
固
い
ポ
リ
カ
ー
ボ
ネ
ー
ト
製
品
で
す
。

内
分
泌
撹
乱
作
用
な
ど
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
今
す
ぐ
や
め
ま
し
ょ
う
。
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家庭で使う防虫剤 パラジクロロ
ベンゼンです！

空
気
汚
染

と
い
う
と

屋
外
の

イ
メ
ー
ジ
で
す
が･

･
･

実
際
に
人
が
吸
う
空
気
を

分
析
し
た
調
査
で
は

室
内
の

空
気
汚
染
が

大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

市
内
に
住
む
高
校
生
を

対
象
に
し
た
調
査
で

揮
発
性

有
機
化
合
物

に
よ
る

生
涯
（
七
十
歳
）

発
ガ
ン
リ
ス
ク
は

百
万
人
あ
た
り
で

と
い
う
計
算
に
な
り
ま
し
た
。

な
か
で
も

ジ
ク
ロ
ロ
ベ
ン
ゼ
ン

（
パ
ラ
ジ
ク
ロ
ロ
ベ
ン
ゼ
ン
）

の
発
ガ
ン
リ
ス
ク
は

暴
露
量
の
一
番
高
い

４
分
の
１
の

グ
ル
ー
プ
の
中
で

圧
倒
的
な

割
合
で
し
た
。

1.4

コロンビア大学とハーバード大学の

共同研究 2006 年
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パ
ラ
ジ
ク
ロ
ロ
ベ
ン
ゼ
ン
は

衣
類
の
防
虫
剤
と
し
て

広
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
が

家
の
中
で

発
ガ
ン
物
質
を
毎
日

吸
い
込
ん
で
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

国
立
保
健
医
療
科
学
院
や

国
立
環
境
研
究
所
化
学
環
境
部
で

調
査
し
た
数
値
か
ら

パ
ラ
ジ
ク
ロ
ロ
ベ
ン
ゼ
ン
が
原
因
の

生
涯
発
ガ
ン
リ
ス
ク
を

計
算
す
る
と

東
京
で

百
万
人
あ
た
り

約
二
百
四
十
六
人
の

生
涯
発
ガ
ン
に
な
り
ま
す
。

パ
ラ
ジ
ク
ロ
ロ
ベ
ン
ゼ
ン
と

同
じ
よ
う
に

発
ガ
ン
性
が
認
定
さ
れ
て
い
る

ナ
フ
タ
リ
ン
も

す
ぐ
に

や
め
た
方
が
い
い
防
虫
剤
で
す
。

衣
類
の
防
虫
は

ハ
ー
ブ
な
ど
の

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
オ
イ
ル
で
！
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ニニ
ュュ
ーー
ヨヨ
ーー
クク
とと
ロロ
ササ
ンン
ジジ
ェェ
ルル
スス
市市
内内
にに
住住
むむ
高高
校校
生生
のの
生生
涯涯
発発
ガガ
ンン
リリ
スス
クク
（（
大大
気気
とと
室室
内内
のの
空空
気気
汚汚
染染
にに
よよ
るる
））

46
人
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
住
ん
で
い
る
高
校
生
と
、
41
人
の
ロ
サ
ン
ジ

ェ
ル
ス
に
住
ん
で
い
る
高
校
生
を
、
１
９
９
９
年
と
２
０
０
０
年
、
二
つ
の

季
節
に
、
個
人
ご
と
、
室
内
、
室
外
の
、
３
種
類
の
空
気
を
集
め
、
揮
発
性

有
機
化
合
物
（V

O
C

s

）、
大
気
汚
染
粒
子
に
付
着
し
て
い
る
重
金
属
を
分
析

し
た
。

■
結
果

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
高
校
生
の
揮
発
性
有
機
化
合
物
に
よ
る
生
涯
（
70
年
）

発
ガ
ン
リ
ス
ク
は
、
100
万
人
あ
た
り
666
人
、
ロ
サ
ン
ジ
ェ
ル
ス
の
高
校
生
は

100
万
人
あ
た
り
486
人
の
計
算
に
な
っ
た
。

物
質
別
で
見
る
と
、
高
い
順
に
１
、
４
‐
ジ
ク
ロ
ロ
ベ
ン
ゼ
ン
（
パ
ラ
ジ
ク

ロ
ロ
ベ
ン
ゼ
ン
…
防
虫
剤
、
脱
臭
剤
の
主
成
分
）、
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
、
ク

ロ
ロ
ホ
ル
ム
、
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
、
ベ
ン
ゼ
ン
で
あ
っ
た
。（
平
均
値
で
み

る
と
１
、
４
‐
ジ
ク
ロ
ロ
ベ
ン
ゼ
ン
、
中
央
値
で
み
る
と
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ

ド
）。大

気
汚
染
粒
子
に
付
着
し
て
い
る
重
金
属
の
発
ガ
ン
リ
ス
ク
は
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
23
人
、
ロ
サ
ン
ジ
ェ
ル
ス
で
26
人
に
な
っ
た
。

V
O

C
s

の
曝
露
量
ご
と
に
４
分
割

し
て
、
一
番
高
い
４
分
の
１
の
グ
ル
ー

プ
に
限
っ
て
み
る
と
、
１
、
４
‐
ジ
ク

ロ
ロ
ベ
ン
ゼ
ン
の
発
ガ
ン
リ
ス
ク
の

割
合
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
で
65
％
、

ロ
サ
ン
ジ
ェ
ル
ス
で
75
％
と
、
圧
倒

的
な
割
合
を
１
、
４
‐
ジ
ク
ロ
ロ
ベ
ン

ゼ
ン
が
し
め
、
防
虫
剤
に
よ
る
室
内
汚

染
の
高
さ
が
目
に
つ
き
ま
す
。

同
様
な
他
の
研
究
で
は
（
生
涯
発
ガ

ン
リ
ス
ク
）
…
下
表

１
、
４
‐
ジ
ク
ロ
ロ
ベ
ン
ゼ
ン
（
パ

ラ
ジ
ク
ロ
ロ
ベ
ン
ゼ
ン
）
を
、
室
内
で

防
虫
剤
（
衣
服
の
）
と
脱
臭
剤
で
使
っ

て
い
る
家
庭
の
空
気
が
高
度
に
汚
染

論文紹介

Pratt (2000年)
100 万人あたり47 人､ミネソタ州､対象物質
が少ない

Woodruff (2000年) 100万人あたり180人

Payne-Sturges
(2004年)

100 万人あたり120 人､メリーランド州ボル
チモア､1.4-ジクロロベンゼンとホルムアル

デヒドが含まれていない

Tancrede (1987年)
100万人あたり19000人､ニュージャージー

州､すべての物質に発ガン率を当てはめた

Wallace (1991年) 100万人あたり837人
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コ
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ビ
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大
学
と
ハ
ー
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ド
大
学
の
毒
物
曝
露
の
共
同
研
究

Environm
entalH

ealth
Perspectives,114-10,2006
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さ
れ
て
い
る
。

２
０
０
６
年
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
は
、
１
、
４
‐
ジ
ク
ロ
ロ
ベ
ン
ゼ
ン

を
含
む
脱
臭
剤
（
固
体
）
の
販
売
を
、
危
険
性
の
た
め
禁
止
し
た
。

今
回
の
研
究
で
は
分
析
対
象
に
し
な
か
っ
た
物
質
と
し
て
、

Ｐ
Ａ
Ｈ
…
…
多
環
芳
香
炭
化
水
素
（
ベ
ン
ツ
ピ
レ
ン
な
ど
、
車
の
排
ガ
ス
）

ラ
ド
ン

放
射
性
物
質

タ
バ
コ

受
動
喫
煙

が
あ
り
、
ラ
ド
ン
に
関
し
て
100
万
人
あ
た
り
１
０
０
０
人
、
タ
バ
コ
の
受
動

喫
煙
に
関
し
て
100
万
人
あ
た
り
２
０
０
０
人
の
生
涯
発
ガ
ン
死
者
を
想
定

し
て
い
ま
す
（
疫
学
調
査
か
ら
）。
現
在
、
肺
ガ
ン
で
死
亡
す
る
人
は
14
人

に
１
人
の
割
合
で
す
。
今
回
の
結
果
を
100
万
人
あ
た
り
１
０
０
０
人
と
考
え

て
計
算
す
る
と
、
肺
ガ
ン
の
う
ち
1.4
％
が
揮
発
性
有
機
化
合
物
が
原
因
と
い

う
計
算
に
な
り
ま
す
。

■
解
説

空
気
汚
染
と
い
う
と
、
外
か
ら
や
っ
て
く
る
も
の
と
何
と
な
く
思
っ
て

い
ま
せ
ん
か
。
で
も
実
際
に
、
そ
の
人
の
呼
吸
し
て
い
る
の
と
同
じ
空
気

を
集
め
て
分
析
し
て
み
る
と
、
室
内
の
空
気
が
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い

ま
す
。
家
具
や
建
材
か
ら
の
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
、
お
風
呂
か
ら
ク
ロ
ロ

ホ
ル
ム
、
な
ど
以
上
に
防
虫
剤
、
脱
臭
剤
か
ら
の
パ
ラ
ジ
ク
ロ
ロ
ベ
ン
ゼ

ン
（
１
、
４
‐
ジ
ク
ロ
ロ
ベ
ン
ゼ
ン
）
を
使
用
し
て
い
る
家
庭
の
空
気
の
汚

染
は
ひ
ど
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
パ
ラ
ジ
ク
ロ
ロ
ベ
ン
ゼ
ン
や
ナ
フ
タ
リ
ン

を
含
む
防
虫
剤
を
お
使
い
の
家
庭
は
、
す
ぐ
や
め
た
ほ
う
が
良
い
と
思
い
ま

す
。
パ
ラ
ジ
ク
ロ
ロ
ベ
ン
ゼ
ン
も
ナ
フ
タ
リ
ン
も
Ｎ
Ｔ
Ｐ
（
ア
メ
リ
カ
国
家

毒
性
計
画
）
な
ど
で
発
ガ
ン
性
が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
発
ガ
ン
物
質
を
毎

日
吸
い
こ
ん
で
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
衣
服
の
防
虫
は
、
ハ
ー
ブ
な
ど
の

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
オ
イ
ル
に
虫
の
卵
を
殺
す
作
用
が
強
い
の
で
充
分
で
す
。

（
逆
に
い
う
と
毒
性
も
あ
る
の
で
、
子
供
、
赤
ち
ゃ
ん
の
中
毒
事
故
に
気
を

つ
け
て
く
だ
さ
い
。
樟
の
う
製
品
の
中
毒
事
故
が
ア
メ
リ
カ
国
内
だ
け
で
毎

年
１
万
件
も
発
生
し
て
い
る
の
で
す
。）
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環境ホルモン
ビスフェノールＡの問題は、続いています！

九
〇
年
代
の
後
半
、

マ
ス
コ
ミ
で
も
大
き
な

問
題
に
な
っ
た･

･
･

環
境
ホ
ル
モ
ン
の

ビ
ス
フ
ェ
ノ
ー
ル
Ａ･
･
･

そ
の
後

「
生
体
へ
の
影
響
は

無
視
で
き
る
」
な
ど
と

さ
れ･

･
･

ビスフェノールＡの

女性ホルモン作用は

天然の女性ホルモンの

1 万分の 1 以下です。

（ビスフェノールＡ安全性委員会）

最
近
の
研
究
は

ビ
ス
フ
ェ
ノ
ー
ル
Ａ
と

乳
が
ん
、
前
立
腺
が
ん

の
関
連
を

示
し
て
い
ま
す
。

2005 年アメリカ、シンシナチ大学で

発生初期のラットに

環境中と同じ位のビスフェノールＡを

3回注射したところ

大人になってから

前立腺ガンにかかりやすくなった。

ま
た
、
胎
児
期
に

ビ
ス
フ
ェ
ノ
ー
ル
Ａ
を

注
入
さ
れ
た
ラ
ッ
ト
は

生
後
五
〇
日
、

九
十
五
日
で

乳
腺
細
胞
の

前
が
ん
病
変
と

が
ん
を

作
り
ま
し
た
。

アメリカ、タフツ大学 2007 年

報
道
は

め
っ
き
り

減
り
ま
し
た
が･

･
･
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し
か
も
生
後
九
十
五
日
の
中
で

ビ
ス
フ
ェ
ノ
ー
ル
Ａ
を

い
ち
ば
ん
少
な
く

・

・

・

与
え
た

μ
グ
ラ
ム
の
ラ
ッ
ト
が

お
ど
ろ
い
た
こ
と
に

い
ち
ば
ん
病
変
が
多
い

と
い
う
結
果
で
し
た
。

2.5

つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
の

毒
性
試
験
で

有
害
と
認
め
ら
れ
な
か
っ
た

量
よ
り･

･
･

き
わ
め
て
低
い
量
で

悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
の
で
す
。

九
州
大
学
の
研
究
グ
ル
ー
プ

に
よ
れ
ば

「
食
品
衛
生
法
の

溶
出
基
準ｐ

ｐ
ｍ
の

約
２
千
分
の
一
の
低
濃
度
で
も

作
用
す
る
」
と
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

2.5

ビ
ス
フ
ェ
ノ
ー
ル
Ａ
の
生
産
量
は

二
〇
〇
四
年
の
統
計
で

世
界
で
三
二
〇
万
ト
ン

日
本
で
八
〇
万
ト
ン
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

妊
娠
中
は

缶
詰
や
缶
飲
料
は
避
け
、

歯
の
治
療
に

ビ
ス
フ
ェ
ノ
ー
ル
Ａ
が

入
っ
て
い
る
レ
ジ
ン
を

使
う
の
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

哺
乳
ビ
ン
は
ポ
リ
カ
ー
ボ
ネ
ー
ト
製
は

や
め
て
、
ガ
ラ
ス
製
を
使
い
ま
し
ょ
う
。
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□発 行

株式会社名古屋生活クラブ

1970 年、「よいもの、確かなものを消費者に届けたい」という理念の基、

名古屋における産直共同購入会としてスタート。

1981 年、生産者との関係を大切にした「自主流通グループ・名古屋生活ク

ラブ」として正式に発足。産地直送の生鮮食品を中心に、「顔の見える関係」

だけでなく、「心の通い合う信頼関係」を築きたいという思いで努力を重ね

てきました。

1988 年、代表伊澤眞一が呼びかけ人となって、「遺伝子組み換え食品を考

える中部の会」を発足。中部地区の自然食グループと協力し、愛知県農業

試験場に「遺伝子組み換えイネの商品化」反対の働きかけをするなど（商

品化は中止されました）活動を続けています。

2006 年から株式会社名古屋生活クラブに。

買う前に「お母さんたち、気をつけて」２
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買うまえに「お母さんたち、気をつけて！」２ 
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